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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドオーバ設定方法であって、当該ハンドオーバ設定方法は、
　第１一次ネットワークデバイスによって第１メッセージを第２一次ネットワークデバイ
スへ送信することであり、前記第１メッセージは、ハンドオーバを要求するために使用さ
れ、前記第１メッセージは、前記第１一次ネットワークデバイスと二次ネットワークデバ
イスとの間の能力協調結果を有する、ことと、
　前記第１一次ネットワークデバイスによって、前記第２一次ネットワークデバイスから
該第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを受信することであり、前記第
２一次ネットワークデバイスの前記コンフィグレーションは、前記能力協調結果と関連す
る、ことと、
　前記第１一次ネットワークデバイスによって、前記第２一次ネットワークデバイスの前
記コンフィグレーションを端末デバイスへ送信することであり、前記第２一次ネットワー
クデバイスの前記コンフィグレーションは、前記端末デバイスと前記第２一次ネットワー
クデバイスとの間の接続を確立するために使用される、ことと
　を有する、ハンドオーバ設定方法。
【請求項２】
　前記能力協調結果は、前記第１一次ネットワークデバイスが利用できるレイヤ２バッフ
ァのサイズ及び／又は前記第１一次ネットワークデバイスが利用できる帯域組み合わせを
有する、
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　請求項１に記載のハンドオーバ設定方法。
【請求項３】
　前記帯域組み合わせはインデックスに対応し、
　前記帯域組み合わせ及び前記インデックスはリストに保持される、
　請求項２に記載のハンドオーバ設定方法。
【請求項４】
　前記第１一次ネットワークデバイスによって前記第２一次ネットワークデバイスから又
は前記二次ネットワークデバイスから前記二次ネットワークデバイスのコンフィグレーシ
ョンを受信することと、
　前記第１一次ネットワークデバイスによって前記二次ネットワークデバイスのコンフィ
グレーションを前記端末デバイスへ送信することと
　を更に有する、
　請求項１乃至３のうちいずれか一項に記載のハンドオーバ設定方法。
【請求項５】
　前記第１一次ネットワークデバイスによって前記端末デバイスから、前記二次ネットワ
ークデバイスのコンフィグレーションが機能しなくなったことを示す情報を含む第２メッ
セージを受信することを更に有し、
　前記二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションは、無線リソース制御（ＲＲＣ
）コンフィグレーションであり、前記第２メッセージは、ＲＲＣ接続回復メッセージであ
る、
　請求項４に記載のハンドオーバ設定方法。
【請求項６】
　前記第１一次ネットワークデバイスによって第３メッセージを前記端末デバイスへ送信
することを更に有し、
　前記第３メッセージは、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）を回復するために使用され
る、
　請求項５に記載のハンドオーバ設定方法。
【請求項７】
　ネットワークデバイスであって、
　メモリ及びプロセッサを有し、
　前記メモリは、コンピュータプログラムを記憶するよう構成され、
　前記プロセッサは、前記ネットワークデバイスが請求項１乃至６のうちいずれか一項に
記載のハンドオーバ設定方法を実行するように、前記メモリから前記コンピュータプログ
ラムを呼び出し、該コンピュータプログラムを実行するよう構成される、
　前記ネットワークデバイス。
【請求項８】
　請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載のハンドオーバ設定方法を実行するよう構成
される１つ以上のモジュールを有する装置。
【請求項９】
　請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載のハンドオーバ設定方法を実行するよう構成
される装置。
【請求項１０】
　コンピュータによって実行されるときに、該コンピュータに、請求項１乃至６のうちい
ずれか一項に記載のハンドオーバ設定方法を実行させる命令又はプログラムコードを記憶
するよう構成されるコンピュータ可読媒体。
【請求項１１】
　請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載のハンドオーバ設定方法をコンピュータに実
行させるプログラム。
【請求項１２】
　チップシステムであって、
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　メモリ及びプロセッサを有し、
　前記メモリは、前記プロセッサによって実行されるときに、前記チップシステムに、請
求項１乃至６のうちいずれか一項に記載のハンドオーバ設定方法を実行するように装置を
支援させる命令又はプログラムコードを記憶するよう構成される、
　前記チップシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、その全文を参照により本願に援用される“FAILURE　PROCESSING　METHOD,　HA
NDOVER　METHOD,　TERMINAL　DEVICE,　AND　NETWORK　DEVICE”と題されて２０１７年５
月５日付けで中国国家知識産権局に出願された中国特許出願第２０１７１０３１４１９６
．５号の優先権を主張する。
【０００２】
　本願は、無線通信技術の分野に、特に、無線通信システムにおける障害処理方法、ハン
ドオーバ方法、端末デバイス、及びネットワークデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　図１は、マルチコネクティビティシナリオを示す。１つの端末デバイスが、１つの一次
ネットワークデバイスと、少なくとも１つの二次ネットワークデバイス（図中、１つの二
次ネットワークデバイスが一例として使用される。）とへ接続される。一次ネットワーク
デバイス及び少なくとも１つの二次ネットワークデバイスはコアネットワークへ接続され
る。一次ネットワークデバイスの標準と、二次ネットワークデバイスの標準とは、同じで
あっても、又は異なってもよい。例えば、２つのネットワークデバイスの標準が異なる場
合に、一方はロング・ターム・エボリューション（Long　Term　Evolution，略してＬＴ
Ｅ）基地局であり、他方はニュー・ラジオ（New　Radio，略してＮＲ）基地局であり、二
次ネットワークデバイスが無線リソース制御（Radio　resource　control，略してＲＲＣ
）コンフィグレーションを端末デバイスへ送信する方法、及びＲＲＣコンフィグレーショ
ンが機能しなくなると決定すると端末デバイスがフィードバックを実行する方法の両方が
、解決される必要がある。
【発明の概要】
【０００４】
　本願は、端末が二次ネットワークデバイスのＲＲＣコンフィグレーションを受信し、Ｒ
ＲＣコンフィグレーション不良をフィードバックする様態を提供するよう、障害処理方法
、ハンドオーバ方法、端末デバイス、及びネットワークデバイスを提供する。
【０００５】
　第１の態様に従って、本願は、
　端末デバイスによって、二次ネットワークデバイスの第１ＲＲＣコンフィグレーション
を前記二次ネットワークデバイスから受信することと、
　前記端末デバイスによって第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送信することで
あり、前記第１指示情報は、前記第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなること
を示すために使用される、ことと
　を含む障害処理方法を提供する。
【０００６】
　本願では、端末デバイスは、二次ネットワークデバイスの第１ＲＲＣコンフィグレーシ
ョンを二次ネットワークデバイスから直接受信する。第１ＲＲＣコンフィグレーションが
機能しなくなる場合に、端末デバイスは、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなく
なることを示すために第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送信する。端末デバイ
スが二次ネットワークデバイスからＲＲＣコンフィグレーションを直接受信し得るので、
速度が速くなる。その上、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、端
末は、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために一片の第１指
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示情報を一次ネットワークデバイスに報告する。従って、一次ネットワークデバイスは、
受信された第１指示情報に従って、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなるこ
とを明らかに決定することができ、次いで、その後の動作をトリガすることができる。
【０００７】
　任意に、前記端末デバイスによって第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送信す
ることは、前記端末デバイスによって第１メッセージを前記一次ネットワークデバイスへ
送信することを含み、前記第１メッセージは前記第１指示情報を含む。任意に、前記第１
メッセージはＲＲＣ接続回復メッセージである。
【０００８】
　任意に、前記端末デバイスによって第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送信す
ることは、前記端末デバイスによって、前記端末デバイスの第１ユニットが前記端末デバ
イスの第２ユニットによって送信された第２指示情報を受信する場合に、前記第１指示情
報を前記一次ネットワークデバイスへ送信することを含み、前記第２指示情報は、前記二
次ネットワークデバイスから受信された前記第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しな
くなることを示すために使用され、前記第１ユニットは、前記一次ネットワークデバイス
と前記端末デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成され、前記第２ユニットは、
前記二次ネットワークデバイスと前記端末デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構
成される。任意に、前記第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、前記第２ユニッ
トは第２ＲＲＣエンティティである。
【０００９】
　任意に、前記端末デバイスは、新しいＲＲＣコンフィグレーションを前記二次ネットワ
ークデバイスから受信する。
【００１０】
　第２の態様に従って、本願の実施形態は端末デバイスを提供し、該端末デバイスは、第
１の態様で提供されるいずれかの方法を実施し得る。
【００１１】
　可能な設計において、端末デバイスは、第１の態様のいずれかの方法における端末デバ
イスの動きを実装する機能を備え、機能は、ハードウェアによって実装されても、又は対
応するソフトウェアを実行することでハードウェアによって実装されてもよい。ハードウ
ェア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する１つ以上のモジュールを含む。任意に、
端末デバイスはユーザ装置であってよい。端末デバイスは、二次ネットワークデバイスの
第１ＲＲＣコンフィグレーションを二次ネットワークデバイスから直接受信するよう構成
され得る。第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、端末デバイスは、
第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために第１指示情報を一次
ネットワークデバイスへ送信する。端末デバイスが二次ネットワークデバイスからＲＲＣ
コンフィグレーションを直接受信し得るので、速度が速くなる。その上、第１ＲＲＣコン
フィグレーションが機能しなくなる場合に、端末は、第１ＲＲＣコンフィグレーションが
機能しなくなることを示すために一片の第１指示情報を一次ネットワークデバイスに報告
する。従って、一次ネットワークデバイスは、受信された第１指示情報に従って、第１Ｒ
ＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを明らかに決定することができ、次いで
、その後の動作をトリガすることができる。
【００１２】
　可能な設計において、端末デバイスの構造は、プロセッサ及びトランシーバを含み、プ
ロセッサは、端末デバイスが第１の態様のいずれかの方法における対応する機能を実行す
ること、例えば、方法においてデータ及び／又は情報を生成、受信、又は処理することを
サポートするよう構成される。トランシーバは、端末デバイスと他のエンティティとの間
の通信をサポートし、第１の態様のいずれかの方法における命令又は情報を他のエンティ
ティへ送信するか又はそれから受信するよう構成される。端末デバイスは、メモリを更に
含んでもよい。メモリは、プロセッサへ結合されるよう構成され、メモリは、端末デバイ
スに必要なプログラム命令及びデータを記憶する。



(5) JP 6852184 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

【００１３】
　第３の態様に従って、本願は、
　端末デバイスによって、二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフィグレーション
を一次ネットワークデバイスから受信することと、
　前記端末デバイスによって、前記第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場
合に、第２メッセージを前記一次ネットワークデバイスへ送信することであり、前記第２
メッセージは、ＲＲＣ接続回復を要求するために使用される、ことと
　を含む障害処理方法を提供する。
【００１４】
　本願では、端末デバイスは、二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフィグレーシ
ョンを一次ネットワークデバイスから受信する。第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能
しなくなる場合に、端末デバイスは、ＲＲＣ接続回復を要求するよう第２メッセージを一
次ネットワークデバイスへ送信して、端末デバイスが要求を通じて正確なＲＲＣコンフィ
グレーションを取得することができることを可能にする。
【００１５】
　任意に、前記第２メッセージは第３指示情報を含み、該第３指示情報は、前記第２ＲＲ
Ｃコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用される。
【００１６】
　任意に、前記端末デバイスによって、前記第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しな
くなる場合に、第２メッセージを前記一次ネットワークデバイスへ送信することは、前記
端末デバイスによって、前記端末デバイスの第１ユニットが前記端末デバイスの第２ユニ
ットによって送信された第４指示情報を受信する場合に、前記第２メッセージを前記一次
ネットワークデバイスへ送信することを含み、前記第４指示情報は、前記一次ネットワー
クデバイスから受信された前記第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを
示すために使用され、前記第１ユニットは、前記一次ネットワークデバイスと前記端末デ
バイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成され、前記第２ユニットは、前記二次ネッ
トワークデバイスと前記端末デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される。任
意に。前記第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、前記第２ユニットは第２ＲＲ
Ｃエンティティである。
【００１７】
　任意に、前記端末デバイスは、前記一次ネットワークデバイスの第３ＲＲＣコンフィグ
レーションを前記一次ネットワークデバイスから受信する。前記第３ＲＲＣコンフィグレ
ーションが機能しなくなる場合に、前記端末デバイスは、次の：前記第２ＲＲＣコンフィ
グレーションを実行するのを中止する動作、前記第２ＲＲＣコンフィグレーションを解放
する動作、及び前記二次ネットワークデバイスの無線ベアラをサスペンドさせる動作、の
うちの少なくとも１つを実行する。
【００１８】
　第４の態様に従って、本願の実施形態は端末デバイスを提供し、該端末デバイスは、第
３の態様で提供されるいずれかの方法を実施し得る。
【００１９】
　可能な設計において、端末デバイスは、第３の態様のいずれかの方法における端末デバ
イスの動きを実装する機能を備え、機能は、ハードウェアによって実装されても、又は対
応するソフトウェアを実行することでハードウェアによって実装されてもよい。ハードウ
ェア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する１つ以上のモジュールを含む。任意に、
端末デバイスはユーザ装置であってよい。端末デバイスは、二次ネットワークデバイスの
第２ＲＲＣコンフィグレーションを一次ネットワークデバイスから受信するよう構成され
得る。第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、端末デバイスは、ＲＲ
Ｃ接続回復を要求するよう第２メッセージを一次ネットワークデバイスへ送信して、端末
デバイスが要求を通じて正確なＲＲＣコンフィグレーションを取得することができること
を可能にする。
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【００２０】
　可能な設計において、端末デバイスの構造は、プロセッサ及びトランシーバを含み、プ
ロセッサは、端末デバイスが第３の態様のいずれかの方法における対応する機能を実行す
ること、例えば、方法においてデータ及び／又は情報を生成、受信、又は処理することを
サポートするよう構成される。トランシーバは、端末デバイスと他のエンティティとの間
の通信をサポートし、第３の態様のいずれかの方法における命令又は情報を他のエンティ
ティへ送信するか又はそれから受信するよう構成される。端末デバイスは、メモリを更に
含んでもよい。メモリは、プロセッサへ結合されるよう構成され、メモリは、端末デバイ
スに必要なプログラム命令及びデータを記憶する。
【００２１】
　第５の態様に従って、本願は、
　一次ネットワークデバイスによって端末デバイスから第１指示情報を受信することであ
り、前記第１指示情報は、二次ネットワークデバイスの第１ＲＲＣコンフィグレーション
が機能しなくなることを示すために使用され、前記第１ＲＲＣコンフィグレーションは、
前記端末デバイスによって前記二次ネットワークデバイスから受信される、ことと、
　前記一次ネットワークデバイスによって第１要求メッセージを前記二次ネットワークデ
バイスへ送信することであり、前記第１要求メッセージは、ＲＲＣコンフィグレーション
を更新するように前記二次ネットワークデバイスに要求するか又は前記二次ネットワーク
デバイスを解放するように要求するために使用される、ことと
　を含む障害処理方法を提供する。
【００２２】
　任意に、前記第１要求メッセージは前記第１指示情報を含む。
【００２３】
　第６の態様に従って、本願の実施形態はネットワークデバイスを提供し、該ネットワー
クデバイスは、第５の態様で提供されるいずれかの方法を実施し得る。
【００２４】
　可能な設計において、ネットワークデバイスは、第５の態様のいずれかの方法における
一次ネットワークデバイスの動きを実装する機能を備え、機能は、ハードウェアによって
実装されても、又は対応するソフトウェアを実行することでハードウェアによって実装さ
れてもよい。ハードウェア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する１つ以上のモジュ
ールを含む。任意に、ネットワークデバイスは、基地局、伝送受信ポイント、などであっ
てよい。ネットワークデバイスは、第１指示情報を端末デバイスから受信するよう構成さ
れてよく、第１指示情報は、第２ネットワークデバイスの第１ＲＲＣコンフィグレーショ
ンが機能しなくなることを示すために使用される。一次ネットワークデバイスは、第１要
求メッセージを二次ネットワークデバイスへ送信し、第１要求メッセージは、ＲＲＣコン
フィグレーションを更新するように二次ネットワークデバイスに要求するか又は二次ネッ
トワークデバイスを解放するように要求するために使用される。
【００２５】
　可能な設計において、ネットワークデバイスの構造は、プロセッサ及びトランシーバを
含み、プロセッサは、ネットワークデバイスが第５の態様のいずれかの方法における対応
する機能を実行すること、例えば、方法においてデータ及び／又は情報を生成、受信、又
は処理することをサポートするよう構成される。トランシーバは、ネットワークデバイス
と他のエンティティとの間の通信をサポートし、第５の態様のいずれかの方法における命
令又は情報を他のエンティティへ送信するか又はそれから受信するよう構成される。ネッ
トワークデバイスは、メモリを更に含んでもよい。メモリは、プロセッサへ結合されるよ
う構成され、メモリは、ネットワークデバイスに必要なプログラム命令及びデータを記憶
する。
【００２６】
　第７の態様に従って、本願は、
　一次ネットワークデバイスによって、二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフィ
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グレーションが機能しなくなる場合に、端末デバイスから第２メッセージを受信すること
であり、前記第２メッセージは、ＲＲＣ接続回復を示すために使用され、前記第２ＲＲＣ
コンフィグレーションは、前記端末デバイスによって前記一次ネットワークデバイスから
受信される、ことと、
　前記一次ネットワークデバイスによって第６メッセージを前記端末デバイスへ送信する
ことであり、前記第６メッセージは、シグナリング無線ベアラ（Signaling　Radio　bear
er，略してＳＲＢ）を回復するために使用される、ことと
　を含む障害処理方法を提供する。
【００２７】
　任意に、前記第２メッセージは第３指示情報を含み、該第３指示情報は、前記第２ＲＲ
Ｃコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用される。
【００２８】
　第８の態様に従って、本願の実施形態はネットワークデバイスを提供し、該ネットワー
クデバイスは、第７の態様で提供されるいずれかの方法を実施し得る。
【００２９】
　可能な設計において、ネットワークデバイスは、第７の態様のいずれかの方法における
一次ネットワークデバイスの動きを実装する機能を備え、機能は、ハードウェアによって
実装されても、又は対応するソフトウェアを実行することでハードウェアによって実装さ
れてもよい。ハードウェア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する１つ以上のモジュ
ールを含む。任意に、ネットワークデバイスは、基地局、伝送受信ポイント、などであっ
てよい。ネットワークデバイスは、二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフィグレ
ーションが機能しなくなる場合に、第２メッセージを端末デバイスから受信するよう構成
されてよく、第２メッセージは、ＲＲＣ接続回復を示すために使用される。一次ネットワ
ークデバイスは、第６メッセージを端末デバイスへ送信し、第６メッセージは、ＳＲＢを
回復するために使用される。
【００３０】
　可能な設計において、ネットワークデバイスの構造は、プロセッサ及びトランシーバを
含み、プロセッサは、ネットワークデバイスが第７の態様のいずれかの方法における対応
する機能を実行すること、例えば、方法においてデータ及び／又は情報を生成、受信、又
は処理することをサポートするよう構成される。トランシーバは、ネットワークデバイス
と他のエンティティとの間の通信をサポートし、第７の態様のいずれかの方法における命
令又は情報を他のエンティティへ送信するか又はそれから受信するよう構成される。ネッ
トワークデバイスは、メモリを更に含んでもよい。メモリは、プロセッサへ結合されるよ
う構成され、メモリは、ネットワークデバイスに必要なプログラム命令及びデータを記憶
する。
【００３１】
　第９の態様に従って、本願は、
　第１一次ネットワークデバイスによって第３メッセージを第２一次ネットワークデバイ
スへ送信することであり、前記第３メッセージは、ハンドオーバを要求するために使用さ
れ、前記第３メッセージは、前記第１一次ネットワークデバイスと二次ネットワークデバ
イスとの間の能力協調結果を含む、ことと、
　前記第１一次ネットワークデバイスによって、前記第２一次ネットワークデバイスによ
って送信される該第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを受信すること
であり、前記第２一次ネットワークデバイスの前記コンフィグレーションは、前記能力協
調結果と関連する、ことと
　を含むハンドオーバ方法を提供する。
【００３２】
　本願では、第１一次ネットワークデバイスは、第１一次ネットワークデバイスと二次ネ
ットワークデバイスとの間の能力協調結果を第２一次ネットワークデバイスへ直接送信し
、それにより、第２一次ネットワークデバイスは、二次ネットワークデバイスのコンフィ
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グレーションを取得及び理解することなしに、能力協調結果に基づきコンフィグレーショ
ンを生成し、そして、第２一次ネットワークデバイスがハンドオーバプロセスにおいてコ
ンフィグレーションを成功裏に生成することができることは、可能にされ得る。
【００３３】
　任意に、前記能力協調結果は、前記第１一次ネットワークデバイスによって使用され得
るレイヤ２バッファのサイズ及び／又は前記第１一次ネットワークデバイスによって使用
され得る帯域組み合わせを含む。
【００３４】
　任意に、前記第１一次ネットワークデバイスは、前記二次ネットワークデバイスのコン
フィグレーションを受信し
　前記第１一次ネットワークデバイスは、前記第２一次ネットワークデバイスのコンフィ
グレーション及び前記二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを端末デバイス
へ送信する。
【００３５】
　任意に、前記第１一次ネットワークデバイスによって前記二次ネットワークデバイスの
コンフィグレーションを受信することは、前記第１一次ネットワークデバイスによって、
前記二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを前記第２一次ネットワークデバ
イスから受信することを含む。
【００３６】
　任意に、前記第１一次ネットワークデバイスは、前記二次ネットワークデバイスのコン
フィグレーションが機能しなくなる場合に、前記端末デバイスから第４メッセージを受信
し、前記第４メッセージは、ＲＲＣ接続回復を示すために使用される。
【００３７】
　第１０の態様に従って、本願の実施形態はネットワークデバイスを提供し、該ネットワ
ークデバイスは、第９の態様で提供されるいずれかの方法を実施し得る。
【００３８】
　可能な設計において、ネットワークデバイスは、第９の態様のいずれかの方法における
第１一次ネットワークデバイスの動きを実装する機能を備え、機能は、ハードウェアによ
って実装されても、又は対応するソフトウェアを実行することでハードウェアによって実
装されてもよい。ハードウェア又はソフトウェアは、上記の機能に対応する１つ以上のモ
ジュールを含む。任意に、ネットワークデバイスは、基地局、伝送受信ポイント、などで
あってよい。ネットワークデバイスは、第１一次ネットワークデバイスと二次ネットワー
クデバイスとの間の能力協調結果を第２一次ネットワークデバイスへ直接送信するよう構
成されてよく、それにより、第２一次ネットワークデバイスは、二次ネットワークデバイ
スのコンフィグレーションを取得及び理解することなしに、能力協調結果に基づきコンフ
ィグレーションを生成し、そして、第２一次ネットワークデバイスがハンドオーバプロセ
スにおいてコンフィグレーションを成功裏に生成することができることは、可能にされ得
る。
【００３９】
　可能な設計において、ネットワークデバイスの構造は、プロセッサ及びトランシーバを
含み、プロセッサは、ネットワークデバイスが第９の態様のいずれかの方法における対応
する機能を実行すること、例えば、方法においてデータ及び／又は情報を生成、受信、又
は処理することをサポートするよう構成される。トランシーバは、ネットワークデバイス
と他のエンティティとの間の通信をサポートし、第９の態様のいずれかの方法における命
令又は情報を他のエンティティへ送信するか又はそれから受信するよう構成される。ネッ
トワークデバイスは、メモリを更に含んでもよい。メモリは、プロセッサへ結合されるよ
う構成され、メモリは、ネットワークデバイスに必要なプログラム命令及びデータを記憶
する。
【００４０】
　第１１の態様に従って、本願の実施形態は、通信デバイスであって、第１ユニット及び
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第２ユニットを含み、
　前記通信デバイスによって二次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワーク
デバイスの第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを前記第２ユニットが
決定する場合に、該第２ユニットは第２指示情報を生成し、該第２指示情報は、前記第１
ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用され、
　前記第２ユニットは、前記第２指示情報を前記第２ユニットへ送信し、
　前記第１ユニットは、前記一次ネットワークデバイスと前記通信デバイスとの間のＲＲ
Ｃ接続を制御するよう構成され、前記第２ユニットは、前記二次ネットワークデバイスと
前記通信デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される、
　前記通信デバイスを提供する。
【００４１】
　任意に、前記第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、前記第２ユニットは第２
ＲＲＣエンティティである。
【００４２】
　第１２の態様に従って、本願の実施形態は、通信デバイスであって、第１ユニット及び
第２ユニットを含み、
　前記通信デバイスによって一次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワーク
デバイスの第２ＲＲＦコンフィグレーションが機能しなくなることを前記第２ユニットが
決定する場合に、該第２ユニットは第４指示情報を生成し、該第４指示情報は、前記第２
ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用され、
　前記第２ユニットは、前記第４指示情報を前記第１ユニットへ送信し、
　前記第１ユニットは、前記一次ネットワークデバイスと前記通信デバイスとの間のＲＲ
Ｃ接続を制御するよう構成され、前記第２ユニットは、前記二次ネットワークデバイスと
前記通信デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される、
　前記通信デバイスを提供する。
【００４３】
　任意に、前記第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、前記第２ユニットは第２
ＲＲＣエンティティである。
【００４４】
　第１３の態様に従って、本願の実施形態は、通信デバイスであって、第１ユニット及び
第２ユニットを含み、
　前記通信デバイスによって一次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワーク
デバイスの第３ＲＲＦコンフィグレーションが機能しなくなることを前記第１ユニットが
決定する場合に、該第１ユニットは第５指示情報を生成し、該第５指示情報は、前記第３
ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用され、
　前記第１ユニットは、前記第５指示情報を前記第２ユニットへ送信し、
　前記第１ユニットは、前記一次ネットワークデバイスと前記通信デバイスとの間のＲＲ
Ｃ接続を制御するよう構成され、前記第２ユニットは、前記二次ネットワークデバイスと
前記通信デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される、
　前記通信デバイスを提供する。
【００４５】
　任意に、前記第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、前記第２ユニットは第２
ＲＲＣエンティティである。
【００４６】
　第１４の態様に従って、本願の実施形態は、通信デバイスであって、第１ユニット及び
第２ユニットを含み、
　前記第２ユニットは、障害指示情報を前記第１ユニットへ送信し、前記障害指示情報は
、前記通信デバイスと二次ネットワークデバイスとの間のリンクが機能しなくなることを
示すために使用され、
　前記第１ユニットは、前記障害指示情報を受信し、
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　前記第１ユニットは、前記一次ネットワークデバイスと前記通信デバイスとの間のＲＲ
Ｃ接続を制御するよう構成され、前記第２ユニットは、前記二次ネットワークデバイスと
前記通信デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される、
　前記通信デバイスを提供する。
【００４７】
　前記障害指示情報は特に、次の：タイマが切れる場合、再送回数が最大回数を超える場
合、ランダムアクセスが失敗する場合、二次セルグループ変更が失敗する場合、キーが機
能しなくなる場合、チェックが失敗する場合、インテグリティ保護が機能しなくなる場合
、前記二次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワークコンフィグレーション
が機能しなくなる場合、及び前記一次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワ
ークコンフィグレーションが機能しなくなる場合、のうちのいずれか１つを示すために使
用される。
【００４８】
　任意に、前記第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、前記第２ユニットは第２
ＲＲＣエンティティである。
【００４９】
　第１０乃至第１４の態様における通信デバイスは、例えば、端末デバイス又はベースバ
ンドチップであってよい。
【００５０】
　第１５の態様に従って、本願の実施形態は、第２の態様で提供される端末デバイスによ
って使用されるコンピュータソフトウェア命令を記憶するよう構成され、該コンピュータ
ソフトウェア命令が第１の態様における方法を実行するよう設計されたプログラムを含む
か、あるいは、第４の態様で提供されるネットワークデバイスによって使用されるコンピ
ュータソフトウェア命令を記憶するよう構成され、該コンピュータソフトウェア命令が第
３の態様における方法を実行するよう設計されたプログラムを含むコンピュータ記憶媒体
を提供する。
【００５１】
　第１６の態様に従って、本願の実施形態は、第６の態様で提供される端末デバイスによ
って使用されるコンピュータソフトウェア命令を記憶するよう構成され、該コンピュータ
ソフトウェア命令が第５の態様における方法を実行するよう設計されたプログラムを含む
か、あるいは、第８の態様で提供されるネットワークデバイスによって使用されるコンピ
ュータソフトウェア命令を記憶するよう構成され、該コンピュータソフトウェア命令が第
７の態様における方法を実行するよう設計されたプログラムを含むか、あるいは、第１０
の態様で提供される端末デバイスによって使用されるコンピュータソフトウェア命令を記
憶するよう構成され、該コンピュータソフトウェア命令が第９の態様における方法を実行
するよう設計されたプログラムを含むコンピュータ記憶媒体を提供する。
【００５２】
　第１７の態様に従って、本願は更に、命令を含み、コンピュータで実行される場合に、
該コンピュータが第１の態様又は第３の態様に従う方法を実行することを可能にされるコ
ンピュータプログラム製品を提供する。当該コンピュータプログラム製品はコンピュータ
実行命令を含み、該コンピュータ実行命令はコンピュータ可読記憶媒体に記憶される。端
末デバイスのプロセッサは、コンピュータ可読記憶媒体からコンピュータ実行命令を読み
出し得る。プロセッサはコンピュータ実行命令を実行して、それにより、端末デバイスは
、本願の実施形態で提供される上記の方法において端末デバイスによって実行されるステ
ップを実行し、あるいは、ステップに対応する機能ユニットが、端末デバイスのために配
置される。
【００５３】
　第１８の態様に従って、本願は更に、命令を含み、コンピュータで実行される場合に、
該コンピュータが第５の態様又は第７の態様に従う方法を実行することを可能にされるコ
ンピュータプログラム製品を提供する。当該コンピュータプログラム製品はコンピュータ
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実行命令を含み、該コンピュータ実行命令はコンピュータ可読記憶媒体に記憶される。ネ
ットワークデバイスのプロセッサは、コンピュータ可読記憶媒体からコンピュータ実行命
令を読み出し得る。プロセッサはコンピュータ実行命令を実行して、それにより、ネット
ワークデバイスは、本願の実施形態で提供される上記の方法において一次ネットワークデ
バイスによって実行されるステップを実行し、あるいは、ステップに対応する機能ユニッ
トが、ネットワークデバイスのために配置される。
【００５４】
　第１９の態様に従って、本願は更に、命令を含み、コンピュータで実行される場合に、
該コンピュータが第９の態様に従う方法を実行することを可能にされるコンピュータプロ
グラム製品を提供する。当該コンピュータプログラム製品はコンピュータ実行命令を含み
、該コンピュータ実行命令はコンピュータ可読記憶媒体に記憶される。ネットワークデバ
イスのプロセッサは、コンピュータ可読記憶媒体からコンピュータ実行命令を読み出し得
る。プロセッサはコンピュータ実行命令を実行して、それにより、ネットワークデバイス
は、本願の実施形態で提供される上記の方法において第１一次ネットワークデバイスによ
って実行されるステップを実行し、あるいは、ステップに対応する機能ユニットが、ネッ
トワークデバイスのために配置される。
【００５５】
　第２０の態様に従って、本願は更に、チップシステムを提供する。チップシステムは、
端末デバイスが上記の態様における機能を実装すること、例えば、上記の方法においてデ
ータ及び／又は情報を生成、受信、又は処理することを支援するよう構成されたプロセッ
サを含む。可能な設計において、チップシステムはメモリを更に含む。メモリは、端末デ
バイスに必要なプログラム命令及びデータを記憶するよう構成される。チップシステムは
チップを含んでも、あるいは、チップ及び他のディスクリート素子を含んでもよい。
【００５６】
　第２１の態様に従って、本願は更に、チップシステムを提供する。チップシステムは、
ネットワークデバイスが上記の態様における機能を実装すること、例えば、上記の方法に
おいてデータ及び／又は情報を生成、受信、又は処理することを支援するよう構成された
プロセッサを含む。可能な設計において、チップシステムはメモリを更に含む。メモリは
、ネットワークデバイスに必要なプログラム命令及びデータを記憶するよう構成される。
チップシステムはチップを含んでも、あるいは、チップ及び他のディスクリート素子を含
んでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本願に従うマルチコネクティビティの概略図である。
【図２（ａ）】本願に従うネットワークの構造図である。
【図２（ｂ）】本願に従う他のネットワークの構造図である。
【図３（ａ）】本願に従う障害処理方法のフローチャートである。
【図３（ｂ）】本願に従う他の障害処理方法のフローチャートである。
【図４】本願に従うハンドオーバ方法のフローチャートである。
【図５】本願に従うネットワークデバイスの略構造図である。
【図６（ａ）】本願に従う端末デバイスの略構造図である。
【図６（ｂ）】本願に従う端末デバイスの略構造図である。
【図７】本願に従う装置の略構造図である。
【図８】本願に従う端末デバイスの略構造図である。
【図９】本願に従うネットワークデバイスの略構造図である。
【図１０】本願に従う通信デバイスの略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　以下は、本願の実施形態における添付の図面を参照して、本願の実施形態における技術
的解決法について明りょうに且つ完全に記載する。
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【００５９】
　本願の実施形態で記載されるネットワークアーキテクチャ及びサービスシナリオは、本
願の実施形態における技術的解決法をより明りょうに記載することを目的としているが、
本願の実施形態で提供される技術的解決法への限定を構成しない。当業者は知っているか
もしれないが、ネットワークアーキテクチャが発展し、新しいサービスシナリオが現れる
場合に、本願の実施形態で提供される技術的解決法は同様の技術的課題にも適用可能であ
る。
【００６０】
　本願は、既存のセルラー通信システム、例えば、グローバル・システム・フォー・モバ
イル・コミュニケーションズ（Global　System　for　Mobile　Communication，略してＧ
ＳＭ）、広帯域符号分割多重アクセス（Wideband　Code　Division　Multiple　Access，
略してＷＣＤＭＡ）システム、及びロング・ターム・エボリューション（Long　Term　Ev
olution，略してＬＴＥ）システムなどのシステムに適用されてもよく、あるいは、第５
世代モバイル通信システム（5rd-Generation，略して５Ｇ）システム、例えば、ニュー・
ラジオ（New　Radio，略してＮＲ）を使用するアクセスネットワーク、クラウド無線アク
セスネットワーク（Cloud　Radio　Access　Network，略してＣＲＡＮ）、及び５Ｇコア
ネットワークへ接続されるＬＴＥアクセスネットワークなどの通信システムに適用可能で
あり、あるいは、ワイヤレス・フィデリティ（Wireless-Fidelity，略してＷｉＦｉ）シ
ステム、ワールドワイド・インターオペラビリティ・フォー・マイクロウェーブ・アクセ
ス（Worldwide　Interoperability　for　Microwave　Access，略してＷｉＭＡＸ）シス
テム、及び第３世代パートナーシップ・プロジェクト（3rd　Generation　Partnership　
Project，略して３ＧＰＰ）における他の関連するセルラーシステムなどの同様の無線通
信システムに拡張されてもよく、あるいは、直交周波数分割多重化（Orthogonal　Freque
ncy　Division　Multiplexing，略してＯＦＤＭ）アクセス技術を使用する他の無線通信
システムに適用可能であるとともに、将来の無線通信システムにも適用可能である。
【００６１】
　理解の容易のために、本願におけるいくつかの技術が以下で記載される。
【００６２】
　（１）ユーザ装置（User　Equipment，略してＵＥ）又は端末（Terminal）とも称され
る端末デバイス（Terminal　device）は、ユーザに音声及び／又はデータ接続を提供する
デバイス、例えば、無線接続機能若しくは無線通信機能を備える携帯用デバイス、車載デ
バイス、装着型デバイス、コンピューティングデバイス、若しくは制御デバイス、又は無
線モデムへ接続された他のプロセッシングデバイス、及び様々な形態での移動局（Mobile
　station，略してＭＳ）である。一般的な端末デバイスは、携帯電話機（phone）、タブ
レットコンピュータ（pad）、ノートブック（notebook）コンピュータ、パームトップコ
ンピュータ、モバイル・インターネット・デバイス（mobile　internet　device，略して
ＭＩＤ）、及びスマートウォッチ、スマートバンド、又はペドメータなどの装着型デバイ
スを含む。記載の容易のために、本願では、上記のデバイスは、端末デバイスと総称され
る。
【００６３】
　（２）ネットワークデバイスは、例えば、基地局であってよく、端末デバイスを無線ネ
ットワークへ接続するデバイスである。ネットワークデバイスは、進化型ノードＢ（evol
ved　Node　B，略してｅＮＢ）、無線ネットワークコントローラ（radio　network　cont
roller，略してＲＮＣ）、ノードＢ（Node　B，略してＮＢ）基地局コントローラ（Base
　Station　Controller，略してＢＳＣ）ベース・トランシーバ局（Base　Transceiver　
Station，略してＢＴＳ）、ホームｅＮｏｄｅＢ（例えば、Home　evolved　NodeB又はHom
e　Node　B，略してＨＮＢ）、ベースバンド・ユニット（Baseband　Unit，略してＢＢＵ
）、ニュー・ラジオＮｏｄｅＢ（g　NodeB，略してｇＮＢ）、伝送受信点（transmission
　reception　point，略してＴＲＰ）、送信点（Transmitting　point，略してＴＰ）、
移動交換局、などを含むがこれらに限られない。その上、ネットワークデバイスは、Ｗｉ
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－Ｆｉアクセス・ポイント（Access　Point，略してＡＰ）などを含んでもよい。無線チ
ャネルを通じて端末デバイスと直接通信する装置は、通常は基地局である。基地局は、マ
クロ基地局、ミクロ基地局、中継局、アクセス・ポイント、遠隔無線ユニット（Remote　
Radio　Unit，略してＲＲＵ）、などの様々な形態を含むことができる。確かに、無線通
信機能を備える他のネットワークデバイスが、端末デバイスと無線通信してもよい。これ
は、本願において一意的に制限されない。異なるシステムでは、基地局の機能を備えるデ
バイスは異なる名称を有することがある。例えば、ＬＴＥネットワークでは、デバイスは
進化型ノードＢ（evolved　NodeB，略してｅＮＢ又はｅＮｏｄｅＢ）と呼ばれ、第３世代
（the　3rd　Generation，３Ｇ）ネットワークでは、デバイスはノードＢ（Node　B）と
呼ばれる。
【００６４】
　本願における語「及び／又は」は、関連する事物について記載する関連関係のみを記載
し、３つの関係が存在する可能性があることを表す。例えば、Ａ及び／又はＢは、次の３
つの場合：Ａのみが存在する場合、Ａ及びＢの両方が存在する場合、及びＢのみが存在す
る場合を表し得る。その上、本明細書中の文字「／」は、一般に、関連する事物の間の“
論理和”関係を示す。
【００６５】
　以下は、添付の図面を参照して、本願の実施形態で提供される解決法について更に詳細
に記載する。
【００６６】
　図２（ａ）は、本願に従うネットワークの構造図である。端末デバイスは、一次ネット
ワークデバイス及び少なくとも１つの二次ネットワークデバイス（１つの二次ネットワー
クデバイスが図中一例として使用される。）と相互作用してよく、端末デバイスは第１ユ
ニット及び第２ユニットを含む。第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティ、第１ＲＲＣ機
能ユニット、又は第１ＲＲＣユニットであってよく、一次ネットワークデバイスと端末デ
バイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される。第２ユニットは第２ＲＲＣエンテ
ィティ、第２ＲＲＣ機能ユニット、又は第２ＲＲＣユニットであってよく、二次ネットワ
ークデバイスと端末デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される。
【００６７】
　例えば、コアネットワークは進化型パケットコア（Evolved　Packet　Core，略してＥ
ＰＣ）である。一次ネットワークデバイスはＬＴＥ基地局（例えば、ｅＮＢ）であり、制
御プレーン接続及びユーザプレーン接続が端末デバイスのために一次ネットワークとＥＰ
Ｃとの間で構築され得る。二次ネットワークデバイスはＮＲ基地局（例えば、ｇＮＢ）で
あり、ユーザプレーン接続のみが二次ネットワークデバイスとＥＰＣとの間で構築され得
る。第１ユニットはＬＴＥ　ＲＲＣエンティティであり、ＬＴＥ無線リソースを管理する
ことに関与する。第２ユニットはＮＲ　ＲＲＣエンティティであり、ＮＲ無線リソースを
管理することに関与する。その上、例えば、コアネットワークと一次ネットワークデバイ
スとの間ではＳ１インターフェイスが使用されてよく、コアネットワークと二次ネットワ
ークデバイスとの間ではＳ１インターフェイスが使用されてよく、一次ネットワークデバ
イスと二次ネットワークデバイスとの間でＸ２インターフェイスが使用されてよい。
【００６８】
　他の例として、コアネットワークは、次世代コア（Next　Generation　Core，略してＮ
ＧＣ）、５Ｇコアネットワーク（5G　Core　Network，略して５Ｇ－ＣＮ）、又は５Ｇコ
ア（5G　Core，略して５ＧＣ）である。コアネットワークがＮＧＣである例が、以下で説
明のために使用される。一次ネットワークデバイスはＬＴＥ基地局（例えば、ｅＮＢ）で
あり、制御プレーン接続及びユーザプレーン接続が端末デバイスのために一次ネットワー
クデバイスとＮＧＣとの間で構築され得る。二次ネットワークデバイスはＮＲ基地局（例
えば、ｇＮＢ）であり、ユーザプレーン接続のみが二次ネットワークデバイスとＮＧＣと
の間に構築され得る。第１ユニットはＬＴＥ　ＲＲＣエンティティであり、ＬＴＥ無線リ
ソースを管理することに関与する。第２ユニットはＮＲ　ＲＲＣエンティティであり、Ｎ
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Ｒ無線リソースを管理することに関与する。その上、例えば、コアネットワークと一次ネ
ットワークデバイスとの間では次世代（Next　Generation，略してＮＧ）インターフェイ
スが使用されてよく、コアネットワークと二次ネットワークデバイスとの間ではＮＧイン
ターフェイスが使用されてよく、一次ネットワークデバイスと二次ネットワークデバイス
との間ではＸｎインターフェイス（すなわち、次世代インターフェイス）が使用されてよ
い。
【００６９】
　他の例として、コアネットワークは、ＮＧＣ、５Ｇ－ＣＮ、又は５ＧＣである。コアネ
ットワークがＮＧＣである例が、以下で説明のために使用される。一次ネットワークデバ
イスはＮＲ基地局（例えば、ｇＮＢ）であり、制御プレーン接続及びユーザプレーン接続
が端末デバイスのために一次ネットワークデバイスとＮＧＣとの間で構築され得る。二次
ネットワークデバイスはＬＴＥ基地局（例えば、ｅＮＢ）であり、ユーザプレーン接続の
みが二次ネットワークデバイスとＮＧＣとの間に構築され得る。第１ユニットはＮＲ　Ｒ
ＲＣエンティティであり、ＮＲ無線リソースを管理することに関与する。第２ユニットは
ＬＴＥ　ＲＲＣエンティティであり、ＬＴＥ無線リソースを管理することに関与する。そ
の上、例えば、コアネットワークと一次ネットワークデバイスとの間ではＮＧインターフ
ェイスが使用されてよく、コアネットワークと二次ネットワークデバイスとの間ではＮＧ
インターフェイスが使用されてよく、一次ネットワークデバイスと二次ネットワークデバ
イスとの間ではＸｎインターフェイス（すなわち、次世代インターフェイス）が使用され
てよい。
【００７０】
　確かに、代替的に、コアネットワークは他のコアネットワークであってもよく、一次ネ
ットワークデバイスは、上記の様々なタイプのネットワークデバイスなどの他のネットワ
ークデバイスであってもよく、二次ネットワークデバイスも、上記の様々なタイプのネッ
トワークデバイスなどの他のネットワークデバイスであってもよい。
【００７１】
　本願では、一次ネットワークデバイス及び二次ネットワークデバイスの標準は、同じで
あっても、又は異なってもよい。以下は、主として、一次ネットワークデバイス及び二次
ネットワークデバイスの標準が異なっている場合について説明する。例えば、一次ネット
ワークデバイスがＬＴＥ基地局であり且つ二次ネットワークデバイスがＮＲ基地局である
か、あるいは、一次ネットワークデバイスがＮＲ基地局であり且つ二次ネットワークデバ
イスがＬＴＥ基地局である。その上、記載の簡単のために、本願では、第１ユニットは一
次ネットワークデバイスと同じ標準を有し、第２ユニットは二次ネットワークデバイスと
同じ標準を有する。例えば、一次ネットワークデバイスがＮＲ基地局であり且つ二次ネッ
トワークデバイスがＬＴＥ基地局であるとき、第１ユニットは、ＮＲ無線リソースを管理
することに関与し、例えば、第１ユニットはＮＲ　ＲＲＣエンティティであり、第２ユニ
ットは、ＬＴＥ無線リソースを管理することに関与し、例えば、第２ユニットはＬＴＥ　
ＲＲＣエンティティである。他の例として、一次ネットワークデバイスがＬＴＥ基地局で
あり且つ二次ネットワークデバイスがＮＲ基地局であるとき、第１ユニットは、ＬＴＥ無
線リソースを管理することに関与し、例えば、第１ユニットはＬＴＥ　ＲＲＣエンティテ
ィであり、第２ユニットは、ＮＲ無線リソースを管理することに関与し、例えば、第２ユ
ニットはＮＲ　ＲＲＣエンティティである。
【００７２】
　端末デバイスは、データを送信するために一次ネットワークデバイスのエアインターフ
ェイス及び二次ネットワークデバイスのエアインターフェイスの両方から無線リソースを
取得してよく、それによって伝送レートが増加する。
【００７３】
　本願では、第１ユニット及び第２ユニットは、それらの各々の標準でのコンフィグレー
ションに関与し、互いのコンフィグレーションを把握しない。
【００７４】
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　一次ネットワークデバイス及び二次ネットワークデバイスは、互いに独立している。ネ
ットワーク側の視点から、一次ネットワークデバイス及び二次ネットワークデバイスは夫
々がＲＲＣを有し、完全なＲＲＣメッセージを生成し得る。図２（ａ）に示されるシナリ
オで、二次ネットワークデバイスによって生成されるＲＲＣメッセージ（二次ネットワー
クデバイスのＲＲＣコンフィグレーションを運ぶ。）は、一次ネットワークデバイスへ送
られ、一次ネットワークデバイスは、二次ネットワークデバイスのＲＲＣメッセージをコ
ンテナ（container）として使用し、コンテナを一次ネットワークデバイスのＲＲＣメッ
セージに付加し、一次ネットワークデバイスのＲＲＣメッセージを端末デバイスへ送る。
すなわち、端末デバイスは、一次ネットワークデバイスから一次ネットワークデバイスの
ＲＲＣメッセージを受信し、ＲＲＣメッセージは、一次ネットワークデバイスのＲＲＣコ
ンフィグレーションと、二次ネットワークデバイスのＲＲＣコンフィグレーションとを含
み、一次ネットワークデバイスのＲＲＣメッセージ内の二次ネットワークデバイスのＲＲ
Ｃコンフィグレーションは、二次ネットワークデバイスによって、二次ネットワークデバ
イスのＲＲＣメッセージを使用することによって一次ネットワークデバイスへ送られる。
【００７５】
　本願で共同コンフィグレーションとも呼ばれる、図２（ａ）に示されるＲＲＣコンフィ
グレーション様態において、二次ネットワークデバイスは、二次ネットワークデバイスの
ＲＲＣコンフィグレーションを一次ネットワークデバイスへ送り、次いで、一次ネットワ
ークデバイスは、二次ネットワークデバイスのＲＲＣコンフィグレーションを端末デバイ
スへ送り、その上、一次ネットワークデバイスは更に、一次ネットワークデバイスのＲＲ
Ｃコンフィグレーションを端末デバイスへ送ることができる。すなわち、共同コンフィグ
レーションのシナリオでは、二次ネットワークデバイスのＲＲＣコンフィグレーションは
、一次ネットワークデバイスを使用することによって端末デバイスへ送られる必要がある
。
【００７６】
　図２（ｂ）は、本願に従う他のネットワークの構造図である。図２（ｂ）のコアネット
ワーク、一次ネットワークデバイス、二次ネットワークデバイス、第１ユニット、及び第
２ユニットは、図２（ａ）のコアネットワーク、一次ネットワークデバイス、二次ネット
ワークデバイス、第１ユニット、及び第２ユニットと同じタイプ及び同じ相互関係を有し
ている。詳細については、上記の説明を参照されたい。図２（ｂ）と図２（ａ）との間の
主な相違点は、次の通りである。図２（ｂ）では、二次ネットワークデバイスがＲＲＣメ
ッセージを直接端末デバイスへ送ることができ、このとき、ＲＲＣメッセージは二次ネッ
トワークデバイスのＲＲＣコンフィグレーションを運び、そして、一次ネットワークデバ
イスはＲＲＣメッセージを端末デバイスへ送り、このとき、ＲＲＣメッセージは一次ネッ
トワークデバイスのＲＲＣコンフィグレーションを運ぶ。従って、本願で独立コンフィグ
レーションとも呼ばれる、図２（ｂ）に示されるＲＲＣコンフィグレーション様態におい
て、一次ネットワークデバイスのＲＲＣコンフィグレーション及び二次ネットワークデバ
イスのＲＲＣコンフィグレーションは、一次ネットワークデバイス及び二次ネットワーク
デバイスによって夫々独立して端末デバイスへ送られる。
【００７７】
　以下は、夫々図２（ａ）及び図２（ｂ）を参照して本願で与えられている２つの障害処
理方法について詳細に記載する。
【００７８】
　図３（ａ）は、本願に従う障害処理方法のフローチャートである。方法は、図２（ａ）
に示されるシナリオ、すなわち、共同コンフィグレーションのシナリオに対応し、具体的
に次のステップを含む。
【００７９】
　ステップ１０１：一次ネットワークデバイスが二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣ
コンフィグレーションを端末デバイスへ送る。
【００８０】
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　ＲＲＣコンフィグレーションは、ネットワークデバイスのＲＲＣエンティティによって
生成されるコンフィグレーション情報であり、端末デバイスを設定するために使用される
。例えば、ＲＲＣコンフィグレーションは、プロトコルレイヤのコンフィグレーションを
含み、制限なしに、パケットデータ収束プロトコル（Packet　Data　Convergence　Proto
col，略してＰＤＣＰ）コンフィグレーション、無線リンク制御（Radio　Link　Control
，略してＲＬＣ）コンフィグレーション、媒体アクセス制御（Media　Access　Control，
略してＭＡＣ）コンフィグレーション、及び物理レイヤコンフィグレーションを含む。
【００８１】
　任意に、二次ネットワークデバイスは、二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフ
ィグレーションを二次ネットワークデバイスのＲＲＣメッセージに付加し、二次ネットワ
ークデバイスのＲＲＣメッセージを一次ネットワークデバイスへ送る。二次ネットワーク
デバイスのＲＲＣメッセージを受信した後、一次ネットワークデバイスは、二次ネットワ
ークデバイスのＲＲＣコンフィグレーションを一次ネットワークデバイスのＲＲＣメッセ
ージに付加し、一次ネットワークデバイスのＲＲＣメッセージを端末デバイスへ送る。任
意に、一次ネットワークデバイスのＲＲＣメッセージは、一次ネットワークデバイスの第
３ＲＲＣコンフィグレーションを更に運ぶ。
【００８２】
　ステップ１０２：端末デバイスが一次ネットワークデバイスから二次ネットワークデバ
イスの第２ＲＲＣコンフィグレーションを受け取る。
【００８３】
　ステップ１０３：第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、端末デバ
イスが第２メッセージを一次ネットワークデバイスへ送る。
【００８４】
　第２メッセージは、ＲＲＣ接続回復を要求するために使用される。任意に、第２メッセ
ージは、ＲＲＣ接続回復メッセージである。任意に、第２メッセージは第３指示情報を含
み、第３指示情報は、第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すため
に使用される。
【００８５】
　可能な実施において、図２（ａ）を参照すると、端末デバイスの第２ユニットは、端末
デバイスによって一次ネットワークデバイスから受け取られる二次ネットワークデバイス
の第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなると第２ユニットが決定する場合に、
第４指示情報を生成し、このとき、第４指示情報は、第２ＲＲＣコンフィグレーションが
機能しなくなることを示すために使用される。次いで、第２ユニットは第４指示情報を第
１ユニットへ送る。端末デバイスは、第２ユニットによって送られた第４指示情報を第１
ユニットが受け取る場合に、第２メッセージを一次ネットワークデバイスへ送る。第２ユ
ニットは、端末デバイスの第２ＲＲＣエンティティであってよい。
【００８６】
　他の可能な実施において、図２（ａ）を参照すると、端末デバイスの第２ユニットは、
端末デバイスによって一次ネットワークデバイスから受け取られる二次ネットワークデバ
イスの第２ＲＲＣコンフィグレーションが成功すると第２ユニットが決定する場合に、第
７指示情報を生成し、このとき、第７指示情報は、第２ＲＲＣコンフィグレーションが成
功することを示すために使用される。次いで、第２ユニットは第７指示情報を第１ユニッ
トへ送る。端末デバイスは、第２ユニットによって送られた第７指示情報を第１ユニット
が受け取る場合に、第５メッセージを一次ネットワークデバイスへ送り、このとき、第５
メッセージは、第２ＲＲＣコンフィグレーションが成功することを示すために使用される
。第２ユニットは、端末デバイスの第２ＲＲＣエンティティであってよい。
【００８７】
　ステップ１０４：一次ネットワークデバイスが端末デバイスから第２メッセージを受け
取る。
【００８８】
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　ステップ１０５：一次ネットワークデバイスが第６メッセージを端末デバイスへ送り、
このとき、第６メッセージはＳＲＢを回復するために使用される。
【００８９】
　ステップ１０１からステップ１０５で、端末デバイスは、一次ネットワークデバイスか
ら二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフィグレーションを受け取り、第２ＲＲＣ
コンフィグレーションが機能しなくなることを端末デバイスが決定するとき、具体的に言
えば、第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを端末デバイスの第２ユニ
ットが決定し、第４指示情報を第１ユニットへ送るとき、端末デバイスは、ＲＲＣ接続回
復を要求するために第２メッセージを一次ネットワークデバイスへ送り、第２メッセージ
を受信した後に一次ネットワークデバイスはＲＲＣ接続回復メッセージを送る。
【００９０】
　任意に、ステップ１０１からステップ１０５のうちいずれか１つの前又は後に、方法は
、
　端末デバイスが一次ネットワークデバイスから一次ネットワークデバイスの第３ＲＲＣ
コンフィグレーションを受け取り、第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場
合に、端末デバイスが次の動作：第２ＲＲＣコンフィグレーションを実行するのを止める
動作、第２ＲＲＣコンフィグレーションを解放する動作、及び二次ネットワークデバイス
の無線ベアラをサスペンドさせる動作、のうちの少なくとも１つを実行する
　ことを更に含む。
【００９１】
　任意に、端末デバイスが前記次の動作のうちの少なくとも１つを実行することは、第１
ユニットによって送られた第５指示情報を第２ユニットが受け取る場合に、端末デバイス
が前記次の動作のうちの少なくとも１つを実行することを含み、このとき、第５指示情報
は、第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用される。
【００９２】
　具体的に言えば、端末デバイスが一次ネットワークデバイスから一次ネットワークデバ
イスの第３ＲＲＣコンフィグレーションを更に受け取り、そして、第３ＲＲＣコンフィグ
レーションが機能しなくなる場合に、第１ユニットは、第３ＲＲＣコンフィグレーション
が機能しなくなることを示すために第５指示情報を第２ユニットへ送り、端末デバイスは
更に、第２ＲＲＣコンフィグレーションを実行するのを中止し、且つ／あるいは、第２Ｒ
ＲＣコンフィグレーションを解放し、且つ／あるいは、二次ネットワークデバイスの無線
ベアラをサスペンドさせる。
【００９３】
　その上、第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、端末デバイスは更
に、次の動作を実行する必要がある：
　端末デバイスは、第７メッセージを一次ネットワークデバイスへ送り、このとき、第７
メッセージは、ＲＲＣ接続回復を要求するために使用される。任意に、第７メッセージは
第７指示情報を含み、第７指示情報は、端末デバイスによって一次ネットワークデバイス
から受け取られる一次ネットワークデバイスの第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能し
なくなることを示すために使用される。
【００９４】
　図３（ｂ）は、本願に従う他の障害処理方法のフローチャートである。方法は、図２（
ｂ）に示されるシナリオ、すなわち、独立コンフィグレーションのシナリオに対応し、具
体的に次のステップを含む。
【００９５】
　ステップ２０１：端末デバイスが二次ネットワークデバイスから二次ネットワークデバ
イスの第１ＲＲＣコンフィグレーションを受け取る。
【００９６】
　ステップ２０２：端末デバイスが第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送る。
【００９７】
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　第１指示情報は、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために
使用される。
【００９８】
　任意に、端末デバイスが第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送ることは、端末
デバイスが第１メッセージを一次ネットワークデバイスへ送ることを含み、このとき、第
１メッセージは第１指示情報を含む。
【００９９】
　任意に、図３（ｂ）を参照すると、端末デバイスが第１指示情報を一次ネットワークデ
バイスへ送ることは、端末デバイスの第２ユニットによって送られた第２指示情報を端末
デバイスの第１ユニットが受け取る場合に、端末デバイスが第１指示情報を一次ネットワ
ークデバイスへ送ることを含み、このとき、第２指示情報は、二次ネットワークデバイス
から受け取られた第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使
用される。すなわち、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなると第２ユニット
が決定する場合に、第２ユニットは第２指示情報を第１ユニットへ送り、そして、端末デ
バイスは、第２ユニットによって送られた第２指示情報を第１ユニットが受け取る場合に
、第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送る。
【０１００】
　ステップ２０３：一次ネットワークデバイスが端末デバイスから第１指示情報を受け取
る。
【０１０１】
　ステップ２０４：一次ネットワークデバイスが第１要求メッセージを二次ネットワーク
デバイスへ送る。
【０１０２】
　第１要求メッセージは、ＲＲＣコンフィグレーションを更新するように二次ネットワー
クデバイスに要求するために又は二次ネットワークデバイスを解放するように要求するた
めに使用される。
【０１０３】
　ＲＲＣコンフィグレーションを更新した後、二次ネットワークデバイスは、新しいＲＲ
Ｃコンフィグレーションを一次ネットワークデバイスへ送る。一次ネットワークデバイス
は、新しいＲＲＣコンフィグレーションを端末デバイスへ送る。すなわち、端末デバイス
は、一次ネットワークデバイスから新しいＲＲＣコンフィグレーションを受け取る。
【０１０４】
　ＲＲＣ接続回復プロセスは、この場合に一次ネットワークデバイスとユーザ装置との間
で実行される点が留意されるべきである。
【０１０５】
　代替的に、ＲＲＣコンフィグレーションを更新した後、二次ネットワークデバイスは、
新しいＲＲＣコンフィグレーションを直接端末デバイスへ送る。すなわち、端末デバイス
は、二次ネットワークデバイスから新しいＲＲＣコンフィグレーションを受け取る。この
方法では、端末デバイスは、二次ネットワークデバイスから直接新しいＲＲＣコンフィグ
レーションを受け取るため、速度は、一次ネットワークデバイスから二次ネットワークデ
バイスの新しいＲＲＣコンフィグレーションを受け取る方法での速度よりも速い。
【０１０６】
　任意に、第１要求メッセージは、第１指示情報を含む。
【０１０７】
　ステップ２０４の代替の解決法では、ステップ２０４は、代替的に、ステップ２０４ａ
と置換されてもよい。
【０１０８】
　ステップ２０４ａ：一次ネットワークデバイスが二次ネットワークデバイスを解放する
。
【０１０９】
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　二次ネットワークデバイスを解放した後、一次ネットワークデバイスは更に、新しい二
次ネットワークデバイスへ再接続されてもよい。
【０１１０】
　任意に、本願では、図３（ａ）及び図３（ｂ）に示される実施方法が、理解するために
全体として使用されてもよい。具体的に言えば、端末デバイスは、二次ネットワークデバ
イスから二次ネットワークデバイスの第１ＲＲＣコンフィグレーションを受け取ってよく
、更には、一次ネットワークデバイスから二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフ
ィグレーションも受け取ってよい。
【０１１１】
　端末デバイスと二次ネットワークデバイスとの間のリンクが機能しなくなると端末デバ
イスが決定する場合に、第２ユニットは障害指示情報を第１ユニットへ送る。障害指示情
報は、リンク障害の具体的な原因を示す。例えば、障害指示情報は、具体的に、タイマが
切れること、再送回数が最大回数を超えること、ランダムアクセスが失敗すること、二次
セルグループ変更が失敗すること、キーが機能しなくなること、チェックが失敗すること
、インテグリティ保護が機能しなくなること、二次ネットワークデバイスから受信される
二次ネットワークコンフィグレーションが機能しなくなること、又は一次ネットワークデ
バイスから受信される二次ネットワークコンフィグレーションが機能しなくなることを示
すために使用される。
【０１１２】
　物理レイヤ問題が二次ネットワークデバイスの一次セル内で起こることを端末デバイス
が検出するとき、タイマは起動され得る。再送回数は、ＲＬＣレイヤで再送を実行する回
数であっても、あるいは、他のレイヤで再送を実行する回数であってもよい。ランダムア
クセスが失敗することは、端末デバイスによる二次ネットワークデバイスのセルへのラン
ダムアクセスが失敗することを示し得る。二次セルグループ変更が失敗することは、端末
デバイスが二次セルグループを変更しそこなうことを示し得る。二次セルグループは、端
末デバイスにサービスを提供する二次ネットワークデバイスのセルグループであることが
できる。キーが機能しなくなることは、端末デバイスと二次ネットワークデバイスとの間
のキー不一致のために端末デバイスが正常に暗号化及び／又は解読を実行することができ
ないことを示し得る。チェックが失敗することは、端末デバイス及び二次ネットワークデ
バイスによって実行される照合が失敗することを示し得る。インテグリティ保護が機能し
なくなることは、端末デバイスと二次ネットワークデバイスとの間のインテグリティ保護
が機能しなくなることを示し得る。詳細な内容については、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３
１及び３ＧＰＰ　ＴＳ　３３．４０１の関連する内容を参照されたい。上記の説明は単に
一例として使用されており、上記の説明に対する限定はない。
【０１１３】
　二次ネットワークデバイスから受け取られた二次ネットワークコンフィグレーションが
機能しなくなることを示すために障害指示情報が使用される場合に、障害指示情報は、上
記の第２指示情報である。
【０１１４】
　一次ネットワークデバイスから受け取られた二次ネットワークコンフィグレーションが
機能しなくなることを示すために障害指示情報が使用される場合に、障害指示情報は、上
記の第４指示情報である。
【０１１５】
　任意に、障害指示情報は、端末デバイスと二次ネットワークデバイスとの間のリンクが
機能しなくなると第２ユニットが決定する場合に第２ユニットによって生成されてもよい
。代替的に、端末デバイスの第３ユニットが、端末デバイスと二次ネットワークデバイス
との間のリンクが機能しなくなると決定するときに第６指示情報を生成してもよく、この
とき、第６指示情報は、端末デバイスと二次ネットワークデバイスとの間のリンクが機能
しなくなることを示すために使用され、第３ユニットは、第６指示情報を第２ユニットへ
送り、第６指示情報を受け取った後に第２ユニットは障害指示情報を生成する。代替的に
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、第３ユニットは、端末デバイスと二次ネットワークデバイスとの間のリンクが機能しな
くなると決定するときに障害指示情報を生成し、次いで、第１ユニットへ直接障害指示情
報を送ってもよい。
【０１１６】
　第３ユニットは、端末デバイスの第２ＭＡＣエンティティ、第２ＲＬＣエンティティ、
第２物理レイヤユニット、又はアプリケーションレイヤエンティティであってよく、第２
ＭＡＣエンティティ、第２ＲＬＣエンティティ、又は第２物理レイヤユニットは、二次ネ
ットワークデバイスと同じ標準を有している。
【０１１７】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、タイマが切れることを
障害指示情報が示す場合に、指示情報を一次ネットワークデバイスへ送り、このとき、指
示情報は、タイマが切れることを示すために使用される。指示情報を受け取った後、一次
ネットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復しない。
【０１１８】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、再送回数が最大回数を
超えることを障害指示情報が示す場合に、指示情報を一次ネットワークデバイスへ送り、
このとき、指示情報は、再送回数が最大回数を超えることを示すために使用される。指示
情報を受け取った後、一次ネットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復しない。
【０１１９】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、ランダムアクセスが失
敗することを障害指示情報が示す場合に、指示情報を一次ネットワークデバイスへ送り、
このとき、指示情報は、ランダムアクセスが失敗することを示すために使用される。指示
情報を受け取った後、一次ネットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復しない。
【０１２０】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、二次セルグループ変更
が失敗することを障害指示情報が示す場合に、指示情報を一次ネットワークデバイスへ送
り、このとき、指示情報は、二次セルグループ変更が失敗することを示すために使用され
る。指示情報を受け取った後、一次ネットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復しない。
【０１２１】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、キーが機能しなくなる
ことを障害指示情報が示す場合に、指示情報を一次ネットワークデバイスへ送り、このと
き、指示情報は、キーが機能しなくなることを示すために使用される。指示情報を受け取
った後、一次ネットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復しない。
【０１２２】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、チェックが失敗するこ
とを障害指示情報が示す場合に、指示情報を一次ネットワークデバイスへ送り、このとき
、指示情報は、チェックが失敗することを示すために使用される。指示情報を受け取った
後、一次ネットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復しない。
【０１２３】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、インテグリティ保護が
機能しなくなることを障害指示情報が示す場合に、指示情報を一次ネットワークデバイス
へ送り、このとき、指示情報は、インテグリティ保護が機能しなくなることを示すために
使用される。指示情報を受け取った後、一次ネットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復
しない。
【０１２４】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、二次ネットワークデバ
イスから受け取られた二次ネットワークコンフィグレーションが機能しなくなることを障
害指示情報が示す場合に、第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送り、このとき、
第１指示情報は、二次ネットワークデバイスから受け取られた二次ネットワークコンフィ
グレーションが機能しなくなること（すなわち、上記の第１ＲＲＣコンフィグレーション
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が機能しなくなること）を示すために使用される。第１指示情報を受け取った後、一次ネ
ットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復しない。
【０１２５】
　第１ユニットが障害指示情報を受け取った後、端末デバイスは、一次ネットワークデバ
イスから受け取られた二次ネットワークコンフィグレーションが機能しなくなることを障
害指示情報が示す場合に、第２メッセージを一次ネットワークデバイスへ送り、このとき
、第２メッセージは、ＲＲＣ接続回復を要求するために使用される。第２メッセージを受
け取った後、一次ネットワークデバイスはＲＲＣリンクを回復する。任意に、第２メッセ
ージは第３指示情報を更に含み、第３指示情報は、一次ネットワークデバイスから受け取
られた二次ネットワークコンフィグレーションが機能しなくなること（すなわち、上記の
第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなること）を示すために使用される。
【０１２６】
　本願で与えられている上記の実施形態において、本願の実施形態で提供される障害処理
方法は、各ネットワーク要素の視点から及びネットワーク要素間のインタラクションの視
点から夫々記載される。上記の機能を実装するよう、端末デバイス（例えば、ＵＥ）及び
ネットワークデバイス（例えば、基地局）などのネットワーク要素は、各機能を実行する
ための対応するハードウェア構造及び／又はソフトウェアモジュールを含むことが理解さ
れ得る。当業者は、本明細書中で開示される実施形態を参照して記載される例のユニット
及びアルゴリズムステップが、本願においてハードウェアの形で又はハードウェアとコン
ピュータソフトウェアとの組み合わせの形で実装可能であると容易に気付くはずである。
機能がハードウェアによって又はコンピュータソフトウェアによってハードウェアを駆動
する様態で実装されるかどうかは、技術的解決法の特定の用途及び設計制約に依存する。
当業者は、記載される機能を特定の用途ごとに実装するために種々の方法を使用してよい
が、実施は、本願の適用範囲を越えると考えられるべきではない。
【０１２７】
　一次ネットワークデバイス間のハンドオーバのシナリオにおいて、端末デバイスへ接続
されている第１一次ネットワークデバイスは、第２一次ネットワークデバイスへハンドオ
ーバされる必要があり、端末デバイスへ接続されている二次ネットワークデバイスは変更
されないままであり、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションは変更されない
ままである。先行技術によれば、第１一次ネットワークデバイス、第２一次ネットワーク
デバイス、及び二次ネットワークデバイスは同じ標準を有し、例えば、それらは全てＬＴ
Ｅネットワークデバイスであるか、あるいは、全てＮＲネットワークデバイスである。従
って、ハンドオーバプロシージャは次の通りである。第１一次ネットワークデバイスは、
二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを第２一次ネットワークデバイスへ送
り、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを受け取った後、第２一次ネット
ワークデバイスは、コンフィグレーションを読み出し理解してよく、従って、コンフィグ
レーション及び端末デバイスの能力に基づきコンフィグレーションを生成し、最終的なコ
ンフィグレーションが端末デバイスの能力を超えないことを可能にし得る。
【０１２８】
　他の適用シナリオを考慮して、第１一次ネットワークデバイス及び第２一次ネットワー
クデバイスは同じ標準を有し、それらの標準は二次ネットワークデバイスの標準とは異な
る。この場合に、上記のハンドオーバプロシージャによれば、第２一次ネットワークデバ
イスは二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを理解することができないので
、第１一次ネットワークデバイスは、上記のハンドオーバ方法によっては第２一次ネット
ワークデバイスへハンドオーバされ得ない。
【０１２９】
　従って、本願はハンドオーバ方法を更に提供する。図４に示されるように、方法は次の
ステップを含む。
【０１３０】
　ステップ３０１：第１一次ネットワークデバイスが第３メッセージを第２一次ネットワ
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ークデバイスへ送る。
【０１３１】
　第３メッセージは、ハンドオーバを要求するために使用される。例えば、第３メッセー
ジはハンドオーバ要求メッセージであり、第３メッセージは、第１一次ネットワークデバ
イスと二次ネットワークデバイスとの間の能力協調結果を含む。
【０１３２】
　任意に、能力協調結果は、第１一次ネットワークデバイスによって使用され得るレイヤ
２バッファのサイズ、及び／又は第１一次ネットワークデバイスによって使用され得る帯
域組み合わせを含む。
【０１３３】
　レイヤ２バッファは、端末デバイスのレイヤ２バッファであり、帯域組み合わせは、端
末デバイスの帯域組み合わせ（band　combination）である。
【０１３４】
　ステップ３０２：第２一次ネットワークデバイスが、第１一次ネットワークデバイスと
二次ネットワークデバイスとの間の能力協調結果に基づき、第２一次ネットワークデバイ
スのコンフィグレーションを生成する。
【０１３５】
　すなわち、第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレーションは、能力協調結果に
関連する。
【０１３６】
　任意に、コンフィグレーションはＲＲＣコンフィグレーションである。
【０１３７】
　ステップ３０３：第２一次ネットワークデバイスが、第２一次ネットワークデバイスの
コンフィグレーションを第１一次ネットワークデバイスへ送る。
【０１３８】
　ステップ３０４：第１一次ネットワークデバイスが、第２一次ネットワークデバイスに
よって送られる第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを受け取る。
【０１３９】
　ステップ３０１からステップ３０４を使用することによって、第１一次ネットワークデ
バイスは、第１一次ネットワークデバイスと二次ネットワークデバイスとの間の能力協調
結果を直接第２一次ネットワークデバイスへ送り、それにより、第２一次ネットワークデ
バイスは、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを取得及び理解することな
しに能力協調結果に基づきコンフィグレーションを生成し、そして、第２一次ネットワー
クデバイスがハンドオーバプロセスにおいて成功裏にコンフィグレーションを生成するこ
とができることは可能にされる。
【０１４０】
　任意に、第１一次ネットワークデバイスは更に、二次ネットワークデバイスのコンフィ
グレーションを受け取ってもよい。更に、第１一次ネットワークデバイスは、第２一次ネ
ットワークデバイスのコンフィグレーションと、二次ネットワークデバイスのコンフィグ
レーションとを端末デバイスへ送る。第１一次ネットワークデバイスが二次ネットワーク
デバイスのコンフィグレーションを受け取ることは、第１一次ネットワークデバイスが第
２一次ネットワークデバイスから二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを受
け取ること、又は第１一次ネットワークデバイスが二次ネットワークデバイスから二次ネ
ットワークデバイスのコンフィグレーションを受け取ることを含む。
【０１４１】
　具体的に言えば、上記のステップを使用することによって、第２一次ネットワークデバ
イスは、第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを第１一次ネットワーク
デバイスへ送る。任意に、第２一次ネットワークデバイスは更に、二次ネットワークデバ
イスのコンフィグレーションを第１一次ネットワークデバイスへ送る（あるいは、二次ネ
ットワークデバイスが、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを第１一次ネ
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を受け取った後、任意に、第１一次ネットワークデバイスは更に、二次ネットワークデバ
イスのコンフィグレーションを受け取る。第１一次ネットワークデバイスは、第２一次ネ
ットワークデバイスのコンフィグレーションを端末デバイスへ送り、任意に、更に、二次
ネットワークデバイスのコンフィグレーションを端末デバイスへ送る。
【０１４２】
　任意に、第１一次ネットワークデバイスによって送られる二次ネットワークデバイスの
コンフィグレーションを端末デバイスが受け取り、そして、二次ネットワークデバイスの
コンフィグレーションが機能しなくなる場合に、端末デバイスは第４メッセージを第１一
次ネットワークデバイスへ送り、このとき、第４メッセージは、ＲＲＣ接続回復を示すた
めに使用される。
【０１４３】
　第１一次ネットワークデバイスによって送られる二次ネットワークデバイスのコンフィ
グレーションを端末デバイスが受け取り、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーシ
ョンが機能しなくなる場合に使用される障害処理方法の詳細なプロセスについては、上記
の説明及び図３（ａ）に示される記載を参照されたい。詳細はここで再びは記載されない
。
【０１４４】
　以下は、帯域組み合わせ協調を一例として使用することによって説明する。帯域組み合
わせの能力協調のために、任意の解決法は、帯域組み合わせリストを保持することである
。例えば、表１に示されるように、第１の列は、インデックス（index）であり、第２の
列は、第１一次ネットワークデバイスによって使用され得る帯域組み合わせであり、第３
の列は、第１一次ネットワークデバイスが第２の列内の帯域組み合わせを使用する場合に
二次ネットワークデバイスによって使用され得る帯域組み合わせである。端末デバイスの
同じ無線周波数チェーンが異なる帯域で使用可能であり、同じ無線周波数チェーンが第１
一次ネットワークデバイス及び二次ネットワークデバイスによって同時には使用され得な
いために、そのような組み合わせが存在する。
【０１４５】
　ネットワーク側は、端末デバイスの能力から表１内の情報を取得することができる。具
体的に、第１一次ネットワークデバイスは、インデックスに対応する第１一次ネットワー
クデバイスの帯域組み合わせを知ってさえいればよく、二次ネットワークデバイスは、イ
ンデックスに対応する二次ネットワークデバイスの帯域組み合わせを知ってさえいればよ
い。能力協調プロセスにおいて、第１一次ネットワークデバイスは帯域組み合わせを選択
し、対応するインデックスを二次ネットワークデバイスへ送る。従って、二次ネットワー
クデバイスは、二次ネットワークデバイスによって使用され得る帯域組み合わせを知るこ
とができ、それによって、最終のコンフィグレーションが端末デバイスの能力を超えない
ことを確かにする。例えば、第１一次ネットワークデバイスによって選択される帯域組み
合わせが１、３、及び５である場合に、第１一次ネットワークデバイスはインデックス４
を二次ネットワークデバイスへ送り、従って、二次ネットワークデバイスは、二次ネット
ワークデバイスによって使用され得る帯域組み合わせが２、３、及び４であると知る。
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【表１】

【０１４６】
　第１一次ネットワークデバイスによって使用され得る帯域組み合わせ、例えば、使用さ
れ得る帯域組み合わせが１、３、及び５であること、を決定した後、第１一次ネットワー
クデバイスは、第２一次ネットワークデバイスに対して、第１一次ネットワークデバイス
によって使用され得る帯域組み合わせを送る。
【０１４７】
　次いで、レイヤ２バッファが一例として使用される。端末デバイスのレイヤ２バッファ
のサイズが１Ｇであって、第１一次ネットワークデバイスは、例えば、第１一次ネットワ
ークデバイスによって使用され得るレイヤ２バッファのサイズが６００Ｍであり、二次ネ
ットワークデバイスによって使用され得るレイヤ２バッファのサイズが４００Ｍであると
最終的に決定するよう、二次ネットワークデバイスと協調するとする。
【０１４８】
　第１一次ネットワークデバイスによって使用され得るレイヤ２バッファのサイズ及び帯
域組み合わせを決定した後、第１一次ネットワークデバイスは、第２一次ネットワークデ
バイスに対して、第１一次ネットワークデバイスによって使用され得るレイヤ２バッファ
のサイズ及び帯域組み合わせを送る。第２一次ネットワークデバイスは次いでコンフィグ
レーションを生成し、例えば、ＲＲＣコンフィグレーションを生成し、そして、コンフィ
グレーションを第１一次ネットワークデバイスへ送る。第１一次ネットワークデバイスは
次いでコンフィグレーションを端末デバイスへ送る。
【０１４９】
　任意に、二次ネットワークデバイスは、二次ネットワークデバイスによって使用され得
るレイヤ２バッファのサイズ及び帯域組み合わせに基づきコンフィグレーションを生成し
、コンフィグレーションを第２一次ネットワークデバイスへ送る。第２一次ネットワーク
デバイスは、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションと、第２一次ネットワー
クデバイスのコンフィグレーションとを一緒に第１一次ネットワークデバイスへ送り、第
１一次ネットワークデバイスは、それらのコンフィグレーションを端末デバイスへ送る。
【０１５０】
　同じ発明概念に基づき、本願の実施形態はネットワークデバイス５００を更に提供する
。図５に示されるように、ネットワークデバイス５００は、上記の障害処理方法で一次ネ
ットワークデバイスによって実行される方法と、上記のハンドオーバ方法で第１一次ネッ
トワークデバイスによって実行される方法とを実行するよう構成されてよい。ネットワー
クデバイス５００は、１つ以上の遠隔無線ユニット（remote　radio　unit，略してＲＲ
Ｕ）５０１と、１つ以上のベースバンド・ユニット（baseband　unit，略してＢＢＵ）と
を含む。ＲＲＵ５０１は、トランシーバユニット、トランシーバ、トランシーバ回路、ト
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ランシーバデバイス、などと呼ばれてもよく、少なくとも１つのアンテナ５０１１と、無
線周波数ユニット５０１２とを含むことができる。ＲＲＵ５０１は、主として、無線周波
数信号を受信／送信し、且つ、無線周波数信号及びベースバンド信号を変換するよう構成
される。ＢＢＵ５０２は、主に、ベースバンド処理を実行し、ネットワークデバイスを制
御する、などのために構成される。ＲＲＵ５０１及びＢＢＵ５０２は、物理的に一緒に配
置されても、あるいは、ＲＲＵ５０１及びＢＢＵ５０２は、物理的に分離されてもよく、
すなわち、換言すれば、ＲＲＵ５０１及びＢＢＵ５０２は、分散ネットワーク内のデバイ
スである。
【０１５１】
　ＢＢＵ５０２は、ネットワークデバイスのコントロールセンターであり、あるいは、処
理ユニットと呼ばれることがあり、主に、チャネル符号化、多重化、変調、及びスペクト
ル拡散などのベースバンド処理機能を完了するよう構成される。例えば、ＢＢＵ（処理ユ
ニット）は、上記の障害処理方法のいずれか１つで一次ネットワークデバイスによって実
行される方法と、上記のハンドオーバ方法で第１一次ネットワークデバイスによって実行
される方法とを実行するようにネットワークデバイスを制御するよう構成されてよい。
【０１５２】
　例において、ＢＢＵ５０２は１つ以上の基板を含むことができ、複数の基板は、単一の
アクセス標準の無線アクセスネットワーク（例えば、ＬＴＥネットワーク）を連帯してサ
ポートしても、あるいは、異なるアクセス標準の無線アクセスネットワークをサポートし
てもよい。ＢＢＵ５０２は、メモリ５０２１及びプロセッサ５０２２を更に含む。メモリ
５０２１は、必要な命令及び必要なデータを記憶するよう構成される。プロセッサ５０２
２は、必要な動作を実行するようにネットワークデバイスを制御するよう構成され、例え
ば、上記の実施形態のいずれか１つでネットワークデバイスによって実行される方法を実
行するようにネットワークデバイスを制御するよう構成される。メモリ５０２１及びプロ
セッサ５０２２は１つ以上の基板に仕えることができる。すなわち、メモリ及びプロセッ
サは、各基板上に別々に配置されてよい。代替的に、複数の基板が同じメモリ及びプロセ
ッサを使用してもよい。その上、必要な回路が各基板上に更に配置される。
【０１５３】
　アップリンク上で、端末デバイスによって送信されたアップリンク信号（データなどを
含む。）は、アンテナ５０１１を使用することによって受信される。ダウンリンク上で、
ダウンリンク信号（データ及び／又は制御情報を含む。）は、アンテナ５０１１を使用す
ることによって端末デバイスへ送信される。プロセッサ５０２２で、サービスデータ及び
シグナリングメッセージが処理され、それらのユニットは、無線アクセスネットワークで
使用される無線アクセス技術（例えば、ＬＴＥ、ＮＲ、及び他の進化したシステムでのア
クセス技術）に従って処理を実行する。プロセッサ５０２２は更に、ネットワークデバイ
スの動作を制御及び管理するよう構成され、上記の実施形態でネットワークデバイスによ
って実行される処理を実行するよう構成される。プロセッサ５０２２は更に、ネットワー
クデバイスが、図３（ａ）及び図３（ｂ）で記載された、一次ネットワークデバイスによ
って実行される処理プロシージャと、図４で記載された、第１一次ネットワークデバイス
によって実行される方法とを実行するのを支援するよう構成される。
【０１５４】
　図５は、ネットワークデバイスの簡略化された設計しか示していないことが理解され得
る。実際の適用では、ネットワークデバイスは、アンテナ、メモリ、プロセッサ、無線周
波数ユニット、ＲＲＵ、ＢＢＵ、などをいくつでも含んでよく、本願を実装することがで
きる全てのネットワークデバイスは、本願の保護範囲内にある。
【０１５５】
　具体的に、本願では、例えば、ＲＲＵ５０１はトランシーバと呼ばれる。この場合に、
ネットワークデバイス５００のトランシーバ及びプロセッサは、具体的に次のように構成
され得る。
【０１５６】
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　トランシーバは、端末デバイスから第１指示情報を受信するよう構成され、このとき、
第１指示情報は、二次ネットワークデバイスの第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能し
なくなることを示すために使用され、第１ＲＲＣコンフィグレーションは、端末デバイス
によって二次ネットワークデバイスから受信される。
【０１５７】
　トランシーバは更に、第１要求メッセージを二次ネットワークデバイスへ送信するよう
構成され、このとき、第１要求メッセージは、ＲＲＣコンフィグレーションを更新するよ
うに二次ネットワークデバイスに要求するために又は二次ネットワークデバイスを解放す
るように要求するために使用される。
【０１５８】
　任意に、第１要求メッセージは第１指示情報を含む。
【０１５９】
　ネットワークデバイス５００のトランシーバ及びプロセッサは更に、具体的に次のよう
に構成され得る。
【０１６０】
　二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に
、トランシーバは、端末デバイスから第２メッセージを受信するよう構成され、このとき
、第２メッセージは、ＲＲＣ接続回復を示すために使用され、第２ＲＲＣコンフィグレー
ションは、端末デバイスによって一次ネットワークデバイスから受信される。
【０１６１】
　トランシーバは更に、端末デバイスに対するＲＲＣ接続回復を開始するよう構成される
。
【０１６２】
　任意に、第２メッセージは、第３指示情報を含み、第３指示情報は、第２ＲＲＣコンフ
ィグレーションが機能しなくなることを示すために使用される。
【０１６３】
　ネットワークデバイス５００のトランシーバ及びプロセッサは更に、具体的に次のよう
に構成され得る。
【０１６４】
　トランシーバは、第３メッセージを第２一次ネットワークデバイスへ送信するよう構成
され、このとき、第３メッセージは、ハンドオーバを要求するために使用され、第３メッ
セージは、第１一次ネットワークデバイスと二次ネットワークデバイスとの間の能力協調
結果を含む。
【０１６５】
　トランシーバは更に、第２一次ネットワークデバイスによって送信される第２一次ネッ
トワークデバイスのコンフィグレーションを受信するよう構成され、このとき、第２一次
ネットワークデバイスのコンフィグレーションは、能力協調結果に関連する。
【０１６６】
　任意に、能力協調結果は、第１一次ネットワークデバイスによって使用され得るレイヤ
２バッファのサイズ、及び／又は第１一次ネットワークデバイスによって使用され得る帯
域組み合わせを含む。
【０１６７】
　任意に、トランシーバは更に、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを受
信するよう構成される。
【０１６８】
　トランシーバは更に、第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレーションと、二次
ネットワークデバイスのコンフィグレーションとを端末デバイスへ送信するよう構成され
る。
【０１６９】
　任意に、トランシーバは更に、第２一次ネットワークデバイスから二次ネットワークデ
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バイスのコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０１７０】
　任意に、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、
トランシーバは更に、端末デバイスから第４メッセージを受信するよう構成され、このと
き、第４メッセージは、ＲＲＣ接続回復を示すために使用される。
【０１７１】
　同じ発明概念に基づき、本願の実施形態は端末デバイス６００を更に提供する。記載の
簡単のために、図６（ａ）は、端末デバイスの主たる構成要素しか示さない。図６（ａ）
に示されるように、端末デバイス６００は、プロセッサ、メモリ、制御回路、アンテナ、
及び入出力装置を含む。プロセッサは、主に、通信プロトコル及び通信データを処理し、
端末デバイス全体を制御し、ソフトウェアプログラムを実行し、且つ、ソフトウェアプロ
グラムのデータを処理するよう構成され、例えば、上記の実施形態のいずれか１つで端末
デバイスによって実行される方法を端末デバイス６００が実行することを支援するよう構
成される。メモリは、主に、ソフトウェアプログラム及びデータを記憶するよう構成され
る。制御回路は、主に、ベースバンド信号及び無線周波数信号を変換し且つ無線周波数信
号を処理するよう構成される。制御回路は、アンテナとともに、トランシーバとも呼ばれ
ることがあり、主に、電磁波の形で無線周波数信号を受信／送信するよう構成される。タ
ッチスクリーン、表示スクリーン、又はキーボードなどの入出力装置は、主に、ユーザに
よって入力データを受け取り且つデータをユーザに出力するよう構成される。
【０１７２】
　端末デバイスが電源を入れられた後、プロセッサは、記憶ユニット内のソフトウェアプ
ログラムを読み出し、ソフトウェアプログラムの命令を説明及び実行し、ソフトウェアプ
ログラムのデータを処理してよい。データが無線で送信される必要がある場合に、プロセ
ッサは、送信されるべきデータに対してベースバンド処理を実行し、ベースバンド信号を
無線周波数回路へ出力する。無線周波数回路は、ベースバンド信号に対して無線周波数処
理を実行し、次いで、アンテナを使用することによって無線周波数信号を電磁波の形で送
信する。データが端末デバイス６００へ送信される場合に、無線周波数回路は、アンテナ
を使用することによって無線周波数信号を受信し、無線周波数信号をベースバンド信号に
変換し、ベースバンド信号をプロセッサへ出力し、プロセッサは、ベースバンド信号をデ
ータに変換し、データを処理する。
【０１７３】
　当業者は、記載の簡単のために、図６（ａ）が１つのメモリ及び１つのプロセッサしか
示していないと理解し得る。実際に、端末デバイスは、複数のプロセッサ及び複数のメモ
リを含むことができる。メモリは記憶媒体、記憶デバイス、などとも呼ばれ得る。これは
本願で限定されない。
【０１７４】
　任意の実施において、プロセッサは、ベースバンドプロセッサ及び中央演算処理装置を
含むことができる。ベースバンドプロセッサは、主に、通信プロトコル及び通信データを
処理するよう構成され、中央演算処理装置は、主に、端末デバイス６００全体を制御し、
ソフトウェアプログラムを実行し、ソフトウェアプログラムのデータを処理するよう構成
される。ベースバンドプロセッサ及び中央演算処理装置の機能は、図６（ａ）ではプロセ
ッサに組み込まれている。当業者は、ベースバンドプロセッサ及び中央演算処理装置が夫
々独立したプロセッサであることができ、それらがバスなどの技術を使用することで相互
接続されると理解し得る。当業者は、端末デバイスが、異なるネットワーク標準に適応す
るよう複数のベースバンドプロセッサを含んでもよく、端末デバイス６００が、端末デバ
イス６００の処理能力を高めるよう複数の中央演算処理装置を含んでもよく、且つ、端末
デバイス６００の全ての構成要素が様々なバスを通じて接続されてよいと理解し得る。ベ
ースバンドプロセッサは、ベースバンド処理回路又はベースバンド処理チップと表現され
ることもある。中央演算処理装置は、中央演算処理回路又は中央演算処理チップと表現さ
れることもある。通信プロトコル及び通信データを処理する機能は、プロセッサに組み込
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まれても、あるいは、ソフトウェアプログラムの形で記憶ユニットに記憶されてもよい。
プロセッサは、ベースバンド処理機能を実装するようソフトウェアプログラムを実行する
。
【０１７５】
　例えば、本願では、受信及び送信機能を備えるアンテナと、制御回路とは、端末デバイ
ス６００のトランシーバユニット６０１と見なすことができ、処理機能を備えるプロセッ
サは、端末デバイス６００の処理ユニット６０２と見なすことができる。図６（ａ）に示
されるように、端末デバイス６００は、トランシーバユニット６０１及び処理ユニット６
０２を含む。トランシーバユニットは、トランシーバデバイス、トランシーバ、トランシ
ーバ装置、などとも呼ばれ得る。任意に、トランシーバユニット６０１内にあって、受信
機能を実装するよう構成される構成要素は、受信ユニットと見なすことができ、トランシ
ーバユニット６０１内にあって、送信機能を実装するよう構成される構成要素は、送信ユ
ニットと見なすことができ、すなわち、トランシーバユニット６０１は受信ユニット及び
送信ユニットを含む。例えば、受信ユニットは、受信器、受信機、受信回路、などとも呼
ばれ得、送信ユニットは、送信器、送信機、送信回路、などとも呼ばれ得る。
【０１７６】
　ダウンリンク上で、ネットワークデバイスによって送信されたダウンリンク信号（デー
タ及び／又は制御情報を含む。）は、アンテナを使用することによって受信される。アッ
プリンク上で、アップリンク信号（データ及び／又は制御情報を含む。）は、アンテナを
使用することによってネットワークデバイスへ送信される。プロセッサでは、サービスデ
ータ及びシグナリングメッセージが処理され、それらにユニットは、無線アクセスネット
ワークで使用される無線アクセス技術（例えば、ＬＴＥ、ＮＲ、及び他の進化したシステ
ムでのアクセス技術）に従って処理を実行する。プロセッサは更に、端末デバイスの動作
を制御及び管理するよう構成され、上記の実施形態で端末デバイスによって実行される処
理を実行するよう構成される。プロセッサは更に、図３（ａ）、図３（ｂ）、及び図４で
記載された、端末デバイスによって実行される処理プロシージャを端末デバイスが実行す
るのを支援するよう構成される。
【０１７７】
　図６（ａ）は、端末デバイスの簡略化された設計しか示していないことが理解され得る
。実際の適用では、端末デバイスは、アンテナ、メモリ、プロセッサ、などをいくつでも
含んでよく、本願を実装することができる全ての端末デバイスは、本願の保護範囲内にあ
る。
【０１７８】
　具体的に、本願では、例えば、トランシーバユニットはトランシーバと呼ばれ、処理ユ
ニットはプロセッサと呼ばれる。この場合に、端末デバイス６００のトランシーバ及びプ
ロセッサは、具体的に次のように構成され得る。
【０１７９】
　トランシーバは、二次ネットワークデバイスから二次ネットワークデバイスの第１ＲＲ
Ｃコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０１８０】
　トランシーバは更に、第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送信するよう構成さ
れ、このとき、第１指示情報は、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなること
を示すために使用される。
【０１８１】
　任意に、トランシーバは更に、第１メッセージを一次ネットワークデバイスへ送信する
よう構成され、第１メッセージは第１指示情報を含む。
【０１８２】
　任意に、端末デバイスの第２ユニットによって送信された第２指示情報を端末デバイス
の第１ユニットが受信する場合に、トランシーバは更に、第１指示情報を一次ネットワー
クデバイスへ送信するよう構成され、このとき、第２指示情報は、二次ネットワークデバ
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イスから受信された第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために
使用され、第１ユニットは、一次ネットワークデバイスと端末デバイスとの間のＲＲＣ接
続を制御するよう構成され、第２ユニットは、二次ネットワークデバイスと端末デバイス
との間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される。
【０１８３】
　任意に、第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、第２ユニットは第２ＲＲＣエ
ンティティである。
【０１８４】
　任意に、トランシーバは更に、二次ネットワークデバイスから新しいＲＲＣコンフィグ
レーションを受信するよう構成される。
【０１８５】
　端末デバイス６００のトランシーバ及びプロセッサは更に、具体的に次のように構成さ
れ得る。
【０１８６】
　トランシーバは、一次ネットワークデバイスから二次ネットワークデバイスの第２ＲＲ
Ｃコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０１８７】
　第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、トランシーバは更に、第２
メッセージを一次ネットワークデバイスへ送信するよう構成され、このとき、第２メッセ
ージは、ＲＲＣ接続回復を要求するために使用される。
【０１８８】
　任意に、第２メッセージは第３指示情報を含み、第３指示情報は、第２ＲＲＣコンフィ
グレーションが機能しなくなることを示すために使用される。
【０１８９】
　任意に、端末デバイスの第２ユニットによって送信された第４指示情報を端末デバイス
の第１ユニットが受信する場合に、トランシーバは更に、第２メッセージを一次ネットワ
ークデバイスへ送信するよう構成され、このとき、第４指示情報は、一次ネットワークデ
バイスから受信された第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すため
に使用され、第１ユニットは、一次ネットワークデバイスと端末デバイスとの間のＲＲＣ
接続を制御するよう構成され、第２ユニットは、二次ネットワークデバイスと端末デバイ
スとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される。
【０１９０】
　任意に、第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、第２ユニットは第２ＲＲＣエ
ンティティである。
【０１９１】
　任意に、トランシーバは更に、一次ネットワークデバイスから一次ネットワークデバイ
スの第３ＲＲＣコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０１９２】
　第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、プロセッサは、次の動作：
第２ＲＲＣコンフィグレーションを実行するのを止める動作、第２ＲＲＣコンフィグレー
ションを解放する動作、及び二次ネットワークデバイスの無線ベアラをサスペンドさせる
動作、のうちの少なくとも１つを実行する。
【０１９３】
　任意に、第１ユニットによって送信された第５指示情報を第２ユニットが受信する場合
に、プロセッサは、上記の動作のうちの少なくとも１つを実行し、このとき、第５指示情
報は、第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用される。
【０１９４】
　図６（ｂ）は、本願に従う他の端末デバイスの概略図であり、端末デバイスは、上記の
実施形態のいずれか１つで端末デバイスによって実行される動作を実行するよう構成され
得る。プロセッサは、端末デバイスの音声／映像及び論理機能のために使用される回路を
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含むことができる。例えば、プロセッサは、デジタル信号プロセッサデバイス、マイクロ
プロセッサデバイス、アナログ－デジタル変換器、デジタル－アナログ変換器、などを含
んでよい。モバイルデバイスの制御及び信号処理機能は、デバイスの各々の能力に基づき
それらの間で割り当てられ得る。プロセッサは、内部音声符号器ＶＣ、内部データモデム
ＤＭ、などを更に含んでもよい。その上、プロセッサは、１つ以上のソフトウェアプログ
ラムを作動させる能力を含んでもよく、ソフトウェアプログラムはメモリに記憶され得る
。通常、プロセッサ及び記憶されているソフトウェア命令は、端末デバイスが動作を実行
することを可能にするよう構成され得る。例えば、プロセッサは、接続プログラムを作動
させることができる。
【０１９５】
　端末デバイスはユーザインターフェイスを更に含んでもよい。ユーザインターフェイス
は、例えば、ヘッドセット又はラウドスピーカ、マイクロホン、出力装置（例えば、ディ
スプレイ）、及び入力装置を含んでよい。ユーザインターフェイスは、プロセッサへ動作
上結合されてよい。この場合に、プロセッサは、ユーザインターフェイスの１つ以上の要
素（例えば、ラウドスピーカ、マイクロホン、及びディスプレイ）の少なくともいくつか
の機能を制御するよう構成されるユーザインターフェイス回路を含んでもよい。プロセッ
サ及び／又はプロセッサに含まれるユーザインターフェイス回路は、プロセッサがアクセ
ス可能なメモリに記憶されているコンピュータプログラム命令（例えば、ソフトウェア及
び／又はファームウェア）を使用することによってユーザインターフェイスの１つ以上の
要素の１つ以上の機能を制御するよう構成されてよい。図示されていないが、端末デバイ
スは、モバイルデバイスに関係がある様々な回路へ電力を供給するよう構成されるバッテ
リを含んでもよい。回路は、例えば、検出可能な出力として機械振動を供給する回路であ
る。入力装置は、キーパッド、タッチディスプレイ、ジョイスティック、及び／又は少な
くとも１つの他の入力デバイスなどの、装置がデータを受け取ることを可能にするデバイ
スを含んでよい。
【０１９６】
　端末デバイスは、データを共有及び／又は取得するよう構成される１つ以上の接続回路
モジュールを更に含んでもよい。例えば、端末デバイスは、ＲＦ技術に基づき電子デバイ
スとデータを共有するよう及び／又は電子デバイスからデータを取得するよう挟域無線周
波数ＲＦトランシーバ及び／又は検出器を含んでよい。端末デバイスは、赤外線ＩＲトラ
ンシーバ、ブルートゥーストランシーバ、及び無線ユニバーサル・シリアル・バスＵＳＢ
トランシーバなどの他の挟域トランシーバを含んでもよい。ブルートゥーストランシーバ
は、低出力及び超低出力ブルートゥース技術に基づく動作を実行することができる。この
場合に、端末デバイス、より具体的には、挟域トランシーバは、装置の近く（例えば、１
０メートル内）の電子デバイスへデータを送信すること及び／又はそれからデータを受信
することができる。図示されていないが、端末デバイスは、様々な無線ネットワーキング
技術に基づき電子デバイスへデータを送信すること及び／又はそれからデータを受信する
ことができ、それらの技術には、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｗｉ－Ｆｉ低電力消費、及びＷＬＡＮ技術
、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１技術、ＩＥＥＥ８０２．１５技術、及びＩＥＥＥ８０２
．１６技術が含まれる。
【０１９７】
　端末デバイスは、加入者識別モジュールＳＩＭなどの、モバイルユーザに関係がある情
報要素を記憶することができるメモリを含んでもよい。ＳＩＭに加えて、装置は、他の着
脱可能な及び／又は固定式のメモリを更に含んでもよい。端末デバイスは、一時的なメモ
リ及び／又は非一時的なメモリを含んでもよい。例えば、一時的なメモリは、ランダム・
アクセス・メモリＲＡＭを含むことができ、ＲＡＭは、動的ＲＡＭ及び／又は静的ＲＡＭ
、オンチップ及び／又はオフチップバッファ、などを含む。非一時的なメモリは、組み込
み型及び／又は着脱可能であってよい。非一時的なメモリは、例えば、リード・オンリー
・メモリ、フラッシュメモリ、ハードディスク、フロッピーディスクドライブ、又は磁気
テープなどの磁気記憶デバイス、光学ディスクドライブ及び／又は媒体、非一時的ランダ
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ム・アクセス・メモリＮＶＲＡＭ、などを含むことができる。一時的なメモリと同様に、
非一時的なメモリは、データの一時記憶のために使用されるバッファ領域を含んでもよい
。一時的なメモリ及び／又は非一時的なメモリの少なくとも一部は、プロセッサに組み込
まれてもよい。メモリは、１つ以上のソフトウェアプログラム、命令、情報ブロック、デ
ータ、などを記憶し得る。メモリは、国際移動体装置識別ＩＭＥＩコードなどの、端末デ
バイスを一意に識別することができる識別子を含んでもよい。
【０１９８】
　同じ発明概念に基づき、本願の実施形態は装置７００を更に提供する。装置７００は、
ネットワークデバイスであっても、又は端末デバイスであってもよい。図７に示されるよ
うに、装置７００は、少なくともプロセッサ７０１及びメモリ７０２を含み、トランシー
バ７０３を更に含んでもよく、バス７０４を更に含んでもよい。
【０１９９】
　プロセッサ７０１、メモリ７０２、及びトランシーバ７０３は、全てがバス７０４を通
じて接続されている。
【０２００】
　メモリ７０２は、コンピュータ実行命令を記憶するよう構成される。
【０２０１】
　プロセッサ７０１は、メモリ７０２に記憶されているコンピュータ実行命令を実行する
よう構成される。
【０２０２】
　装置７００がネットワークデバイスである場合に、プロセッサ７０１は、メモリ７０２
に記憶されているコンピュータ実行命令を実行して、それにより、装置７００が、上記の
障害処理方法のいずれか１つで一次ネットワークデバイスによって実行されるステップを
実行するか、又はそのステップに対応する機能ユニットが、一次ネットワークデバイスの
ために配置されるか、あるいは、装置７００が、上記のハンドオーバ方法で第１一次ネッ
トワークデバイスによって実行されるステップを実行するか、又はそのステップに対応す
る機能ユニットが、第１一次ネットワークデバイスのために配置されるようにする。
【０２０３】
　装置７００が端末デバイスである場合に、プロセッサ７０１は、メモリ７０２に記憶さ
れているコンピュータ実行命令を実行して、それにより、装置７００が、本願の実施形態
で提供される上記の障害処理方法又はハンドオーバ方法のいずれか１つで端末デバイスに
よって実行されるステップを実行するか、あるいは、そのステップに対応する機能ユニッ
トが、端末デバイスのために配置されるようにする。
【０２０４】
　プロセッサ７０１は、異なるタイプの複数のプロセッサ７０１を含んでも、あるいは、
同じタイプの複数のプロセッサ７０１を含んでもよい。プロセッサ７０１は、計算及び処
理能力を有する次のデバイス、例えば、中央演算処理装置（Central　Processing　Unit
，略してＣＰＵ）、ＡＲＭプロセッサ（ＡＲＭの英語フルネーム：Advanced　RISC　Mach
ines，RISCの英語フルネーム：Reduced　Instruction　Set　Computing）、フィールド・
プログラマブル・ゲート・アレイ（Field　Programmable　Gate　Array，略してＦＰＧＡ
）、及び専用プロセッサなど、のいずれか１つであってよい。任意の実施において、プロ
セッサ７０１は、メニーコアプロセッサとして一体化されてもよい。
【０２０５】
　メモリ７０２は、次の記憶媒体、例えば、ランダム・アクセス・メモリ（Random　Acce
ss　Memory，略してＲＡＭ）、リード・オンリー・メモリ（read　only　memory，略して
ＲＯＭ）、非一時的メモリ（non-transitory　memory，略してＮＶＭ）、ソリッド・ステ
ート・ドライブ（Solid　State　Drives，略してＳＳＤ）、機械ハードディスク、磁気デ
ィスク、及びディスクアレイなど、のいずれか１つ又は任意の組み合わせであってよい。
【０２０６】
　トランシーバ７０３は、他のデバイスとデータを交換するために装置７００によって使
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用される。例えば、装置７００がネットワークデバイスである場合に、ネットワークデバ
イスは、上記の実施形態のいずれか１つでネットワークデバイスによって実行される方法
を実行してよい。ネットワークデバイスは、トランシーバ７０３を使用することによって
端末デバイスとデータを交換する。装置７００が端末デバイスである場合に、端末は、上
記の実施形態のいずれか１つで端末デバイスによって実行される方法を実行してよい。端
末デバイスは、トランシーバ７０３を使用することによってネットワークデバイスとデー
タを交換する。トランシーバ７０３は、ネットワークアクセス機能を有する次のデバイス
、ネットワークインターフェイス（例えば、イーサネットインターフェイス）及び無線ネ
ットワークインターフェイスカードなど、のいずれか１つ又は任意の組み合わせであって
よい。
【０２０７】
　バス７０４は、アドレスバス、データバス、制御バス、などを含んでよい。表現の簡単
のために、バスは、図７では太線で表されている。バス７０４は、有線データ伝送のため
の次の構成要素、産業標準アーキテクチャ（Industry　Standard　Architecture，略して
ＩＳＡ）バス、ペリフェラル・コンポーネント・インターコネクト（Peripheral　Compon
ent　Interconnect，略してＰＣＩ）バス、拡張産業標準アーキテクチャ（Extended　Ind
ustry　Standard　Architecture，略してＥＩＳＡ）バス、など、のいずれか１つ又は任
意の組み合わせであってよい。
【０２０８】
　本願の実施形態は、コンピュータ可読記憶媒体を提供し、コンピュータ可読記憶媒体は
、コンピュータ実行命令を記憶する。端末デバイスのプロセッサはコンピュータ実行命令
を実行して、それにより、端末デバイスが、本願で提供される上記の障害処理方法及びハ
ンドオーバ方法で端末デバイスによって実行されるステップを実行するか、あるいは、そ
のステップに対応する機能ユニットが端末デバイスのために配置されるようにする。
【０２０９】
　本願の実施形態は、コンピュータ可読記憶媒体を提供し、コンピュータ可読記憶媒体は
、コンピュータ実行命令を記憶する。ネットワークデバイスのプロセッサはコンピュータ
実行命令を実行して、それにより、ネットワークデバイスが、本願で提供される上記の障
害処理方法で一次ネットワークデバイスによって実行されるステップを実行するか、又は
そのステップに対応する機能ユニットがネットワークデバイスのために配置されるか、あ
るいは、ネットワークデバイスが、本願で提供される上記のハンドオーバ方法で第１一次
ネットワークデバイスによって実行されるステップを実行するか、又はそのステップに対
応する機能ユニットがネットワークデバイスのために配置されるようにする。
【０２１０】
　本願の実施形態は、コンピュータプログラム製品を提供する。コンピュータプログラム
製品はコンピュータ実行命令を含み、コンピュータ実行命令はコンピュータ可読記憶媒体
に記憶される。端末デバイスのプロセッサは、コンピュータ可読記憶媒体からコンピュー
タ実行命令を読み出し得る。プロセッサは、コンピュータ実行命令を実行して、それによ
り、端末デバイスが、本願の実施形態で提供される上記の方法で端末デバイスによって実
行されるステップを実行するか、あるいは、そのステップに対応する機能ユニットが端末
デバイスのために配置されるようにする。
【０２１１】
　本願の実施形態は、コンピュータプログラム製品を提供する。コンピュータプログラム
製品はコンピュータ実行命令を含み、コンピュータ実行命令はコンピュータ可読記憶媒体
に記憶される。ネットワークデバイスのプロセッサは、コンピュータ可読記憶媒体からコ
ンピュータ実行命令を読み出し得る。プロセッサは、コンピュータ実行命令を実行して、
それにより、ネットワークデバイスが、本願の実施形態で提供される上記の障害処理方法
で一次ネットワークデバイスによって実行されるステップを実行するか、又はそのステッ
プに対応する機能ユニットがネットワークデバイスのために配置されるか、あるいは、ネ
ットワークデバイスが、本願の実施形態で提供される上記のハンドオーバ方法で第１一次
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ネットワークデバイスによって実行されるステップを実行するか、又はそのステップに対
応する機能ユニットがネットワークデバイスのために配置されるようにする。
【０２１２】
　本願はチップシステムを更に提供する。チップシステムは、上記の態様での機能を実装
すること、例えば、上記の方法でデータ及び／又は情報を生成、受信、又は処理すること
において端末デバイスを支援するよう構成されるプロセッサを含む。可能な設計において
、チップシステムはメモリを更に含む。メモリは、端末デバイスに必要なプログラム命令
及びデータを記憶するよう構成される。チップシステムは、チップを含んでも、あるいは
、チップ及び他のディスクリート素子を含んでもよい。
【０２１３】
　本願はチップシステムを更に提供する。チップシステムは、上記の態様での機能を実装
すること、例えば、上記の方法でデータ及び／又は情報を生成、受信、又は処理すること
においてネットワークデバイスを支援するよう構成されるプロセッサを含む。可能な設計
において、チップシステムはメモリを更に含む。メモリは、ネットワークデバイスに必要
なプログラム命令及びデータを記憶するよう構成される。チップシステムは、チップを含
んでも、あるいは、チップ及び他のディスクリート素子を含んでもよい。
【０２１４】
　同じ発明概念に基づき、本願は端末デバイス８００を更に提供する。図８に示されるよ
うに、端末デバイス８００は、処理ユニット８０１及びトランシーバユニット８０２を含
み、上記の実施形態のいずれか１つで端末デバイスによって実行される方法を実行するよ
う構成され得る。任意に、処理ユニット８０１及びトランシーバユニット８０２は次のよ
うに構成される。
【０２１５】
　トランシーバユニット８０２は、二次ネットワークデバイスから二次ネットワークデバ
イスの第１ＲＲＣコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０２１６】
　トランシーバユニット８０２は更に、第１指示情報を一次ネットワークデバイスへ送信
するよう構成され、このとき、第１指示情報は、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能
しなくなることを示すために使用される。
【０２１７】
　任意に、トランシーバユニット８０２は更に、第１メッセージを一次ネットワークデバ
イスへ送信するよう構成され、第１メッセージは第１指示情報を含む。
【０２１８】
　任意に、端末デバイスの第２ユニットによって送信された第２指示情報を端末デバイス
の第１ユニットが受信する場合に、トランシーバユニット８０２は更に、第１指示情報を
一次ネットワークデバイスへ送信するよう構成され、このとき、第２指示情報は、二次ネ
ットワークデバイスから受信された第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなるこ
とを示すために使用され、第１ユニットは、一次ネットワークデバイスと端末デバイスと
の間のＲＲＣ接続を制御するよう構成され、第２ユニットは、二次ネットワークデバイス
と端末デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される。
【０２１９】
　任意に、第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、第２ユニットは第２ＲＲＣエ
ンティティである。
【０２２０】
　任意に、トランシーバユニット８０２は更に、二次ネットワークデバイスから新しいＲ
ＲＣコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０２２１】
　処理ユニット８０１及びトランシーバユニット８０２は更に、次のように構成される。
【０２２２】
　トランシーバユニット８０２は、一次ネットワークデバイスから二次ネットワークデバ
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イスの第２ＲＲＣコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０２２３】
　第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、トランシーバユニット８０
２は更に、第２メッセージを一次ネットワークデバイスへ送信するよう構成され、第２メ
ッセージは、ＲＲＣ接続回復を要求するために使用される。
【０２２４】
　任意に、第２メッセージは第３指示情報を含み、第３指示情報は、第２ＲＲＣコンフィ
グレーションが機能しなくなることを示すために使用される。
【０２２５】
　任意に、端末デバイスの第２ユニットによって送信された第４指示情報を端末デバイス
の第１ユニットが受信する場合に、トランシーバユニット８０２は更に、第２メッセージ
を一次ネットワークデバイスへ送信するよう構成され、第４指示情報は、一次ネットワー
クデバイスから受信された第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示す
ために使用され、第１ユニットは、一次ネットワークデバイスと端末デバイスとの間のＲ
ＲＣ接続を制御するよう構成され、第２ユニットは、二次ネットワークデバイスと端末デ
バイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される。
【０２２６】
　任意に、第１ユニットは第１ＲＲＣエンティティであり、第２ユニットは第２ＲＲＣエ
ンティティである。
【０２２７】
　任意に、トランシーバユニット８０２は更に、一次ネットワークデバイスから一次ネッ
トワークデバイスの第３ＲＲＣコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０２２８】
　第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、処理ユニット８０１は、次
の動作：第２ＲＲＣコンフィグレーションを実行するのを止める動作、第２ＲＲＣコンフ
ィグレーションを解放する動作、及び二次ネットワークデバイスの無線ベアラをサスペン
ドさせる動作、のうちの少なくとも１つを実行する。
【０２２９】
　任意に、第１ユニットによって送信された第５指示情報を第２ユニットが受信する場合
に、処理ユニット８０１は、前記次の動作のうちの少なくとも１つを実行し、このとき、
第５指示情報は、第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使
用される。
【０２３０】
　同じ発明概念に基づき、本願はネットワークデバイス９００を更に提供する。図９に示
されるように、ネットワークデバイス９００は、処理ユニット９０１及びトランシーバユ
ニット９０２を含み、上記の障害処理方法で一次ネットワークデバイスによって実行され
る方法を実行するよう構成されても、あるいは、上記のハンドオーバ方法で第１一次ネッ
トワークデバイスによって実行される方法を実行するよう構成されてもよい。任意に、処
理ユニット９０１及びトランシーバユニット９０２は次のように構成される。
【０２３１】
　トランシーバユニット９０２は、端末デバイスから第１指示情報を受信するよう構成さ
れ、このとき、第１指示情報は、二次ネットワークデバイスの第１ＲＲＣコンフィグレー
ションが機能しなくなることを示すために使用され、第１ＲＲＣコンフィグレーションは
、端末デバイスによって二次ネットワークデバイスから受信される。
【０２３２】
　トランシーバユニット９０２は更に、第１要求メッセージを二次ネットワークデバイス
へ送信するよう構成され、このとき、第１要求メッセージは、ＲＲＣコンフィグレーショ
ンを更新するように二次ネットワークデバイスに要求するために又は二次ネットワークデ
バイスを解放するように要求するために使用される。
【０２３３】
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　任意に、第１要求メッセージは第１指示情報を含む。
【０２３４】
　任意に、処理ユニット９０１及びトランシーバユニット９０２は更に、次のように構成
される。
【０２３５】
　二次ネットワークデバイスの第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなる場合に
、トランシーバユニット９０２は、端末デバイスから第２メッセージを受信するよう構成
され、このとき、第２メッセージは、ＲＲＣ接続回復を示すために使用され、第２ＲＲＣ
コンフィグレーションは、端末デバイスによって一次ネットワークデバイスから受信され
る。
【０２３６】
　トランシーバユニット９０２は更に、端末デバイスに対するＲＲＣ接続回復を開始する
よう構成される。
【０２３７】
　任意に、第２メッセージは第３指示情報を含み、第３指示情報は、第２ＲＲＣコンフィ
グレーションが機能しなくなることを示すために使用される。
【０２３８】
　任意に、処理ユニット９０１及びトランシーバユニット９０２は更に、次のように構成
される。
【０２３９】
　トランシーバユニット９０２は、第３メッセージを第２一次ネットワークデバイスへ送
信するよう構成され、このとき、第３メッセージは、ハンドオーバを要求するために使用
され、第３メッセージは、第１一次ネットワークデバイスと二次ネットワークデバイスと
の間の能力協調結果を含む。
【０２４０】
　トランシーバユニット９０２は更に、第２一次ネットワークデバイスによって送信され
る第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレーションを受信するよう構成され、この
とき、第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレーションは、能力協調結果に関連す
る。
【０２４１】
　任意に、能力協調結果は、第１一次ネットワークデバイスによって使用され得るレイヤ
２バッファのサイズ、及び／又は第１一次ネットワークデバイスによって使用され得る帯
域組み合わせを含む。
【０２４２】
　任意に、トランシーバユニット９０２は更に、二次ネットワークデバイスのコンフィグ
レーションを受信するよう構成される。
【０２４３】
　トランシーバユニット９０２は更に、第２一次ネットワークデバイスのコンフィグレー
ションと、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションとを端末デバイスへ送信す
るよう構成される。
【０２４４】
　任意に、トランシーバユニット９０２は更に、第２一次ネットワークデバイスから二次
ネットワークデバイスのコンフィグレーションを受信するよう構成される。
【０２４５】
　任意に、二次ネットワークデバイスのコンフィグレーションが機能しなくなる場合に、
トランシーバユニット９０２は更に、端末デバイスから第４メッセージを受信するよう構
成され、このとき、第４メッセージは、ＲＲＣ接続回復を示すために使用される。
【０２４６】
　同じ発明概念に基づき、図１０に示されるように、本願は通信デバイス１０００を更に
提供する。通信デバイス１０００は端末デバイス、ベースバンドチップ、などであってよ
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く、第１ユニット１００１及び第２ユニット１００２を含む。詳細については、図２（ａ
）及び図２（ｂ）を参照されたい。第１ユニット１００１及び第２ユニット１００２は、
上記の障害処理方法で第１ユニット１００１及び第２ユニット１００２によって実行され
る機能を夫々実行するよう構成され得る。詳細については、上記の説明を参照されたい。
【０２４７】
　例えば、以下は、第１ユニット１００１及び第２ユニット１００２のいくつかの機能に
ついて説明する。第１ユニット１００１は、一次ネットワークデバイスと端末デバイスと
の間のＲＲＣ接続を制御するよう構成され、第２ユニット１００２は、二次ネットワーク
デバイスと端末デバイスとの間のＲＲＣ接続を制御するよう構成される。
【０２４８】
　任意に、端末デバイスによって二次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワ
ークデバイスの第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを第２ユニット１
００２が決定する場合に、第２ユニット１００２は第２指示情報を生成し、このとき、第
２指示情報は、第１ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用
される。第２ユニット１００２は、第２指示情報を第１ユニット１００１へ送信する。
【０２４９】
　任意に、端末デバイスによって一次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワ
ークデバイスの第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを第２ユニット１
００２が決定する場合に、第２ユニット１００２は第４指示情報を生成し、このとき、第
４指示情報は、第２ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用
される。第２ユニット１００２は、第４指示情報を第１ユニット１００１へ送信する。
【０２５０】
　任意に、端末デバイスによって一次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワ
ークデバイスの第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを第１ユニット１
００１が決定する場合に、第１ユニット１００１は第５指示情報を生成し、このとき、第
５指示情報は、第３ＲＲＣコンフィグレーションが機能しなくなることを示すために使用
される。第１ユニット１００１は、第５指示情報を第２ユニット１００２へ送信する。
【０２５１】
　任意に、第２ユニットは障害指示情報を第１ユニットへ送信し、このとき、障害指示情
報は、端末デバイスと二次ネットワークデバイスとの間のリンクが機能しなくなることを
示すために使用され、第１ユニットは障害指示情報を受信する。任意に、障害指示情報は
、具体的に、次の場合：タイマが切れる場合、再送回数が最大回数を超える場合、ランダ
ムアクセスが失敗する場合、二次セルグループ変更が失敗する場合、キーが機能しなくな
る場合、チェックが失敗する場合、インテグリティ保護が機能しなくなる場合、二次ネッ
トワークデバイスから受信される二次ネットワークコンフィグレーションが機能しなくな
る場合、及び一次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワークコンフィグレー
ションが機能しなくなる場合、のうちのいずれか１つを示すために使用される。
【０２５２】
　二次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワークコンフィグレーションが機
能しなくなることを示すために障害指示情報が使用される場合に、障害指示情報は上記の
第２指示情報である。
【０２５３】
　一次ネットワークデバイスから受信される二次ネットワークコンフィグレーションが機
能しなくなることを示すために障害指示情報が使用される場合に、障害指示情報は上記の
第４指示情報である。
【０２５４】
　任意に、第１ユニット１００１は第１ＲＲＣエンティティであり、第２ユニット１００
２は第２ＲＲＣエンティティである。
【０２５５】
　上記の実施形態の全て又は一部は、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、又
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はそれらの任意の組み合わせによって実施され得る。ソフトウェアが実施形態を実施する
ために使用される場合に、実施形態は完全に又は部分的にコンピュータプログラム製品の
形で実施されてよい。コンピュータプログラム製品は１つ以上のコンピュータ命令を含む
。コンピュータプログラム命令がコンピュータでロード及び実行されるとき、本願におけ
るプロシージャ又は機能の全て又は一部が発生する。コンピュータは汎用コンピュータ、
専用コンピュータ、コンピュータネットワーク、又は他のプログラム可能な装置であって
よい。コンピュータ命令はコンピュータ可読記憶媒体に記憶されても、あるいは、コンピ
ュータ可読記憶媒体から他のコンピュータ可読記憶媒体へ伝送されてもよい。例えば、コ
ンピュータ命令は、ウェブサイト、コンピュータ、サーバ、又はデータセンターから他の
ウェブサイト、コンピュータ、サーバ、又はデータセンターへ有線（例えば、同軸ケーブ
ル、光ファイバ、若しくはデジタル加入者回線（Digital　Subscriber　Line，略してＤ
ＳＬ））又は無線（例えば、赤外線、電波、若しくはマイクロ波）で伝送され得る。コン
ピュータ可読記憶媒体は、コンピュータによってアクセス可能なあらゆる使用可能な媒体
、又は１つ以上の使用可能な媒体を一体化する、サーバ若しくはデータセンターなどのデ
ータ記憶デバイスであってよい。使用可能な媒体は、磁気媒体（例えば、フロッピーディ
スク、ハードディスク、又は磁気テープ）、光学媒体（例えば、ＤＶＤ）、半導体媒体（
例えば、ソリッド・ステート・ディスク（Solid　State　Disk，略してＳＳＤ））、など
であってよい。
【０２５６】
　当業者は更に、本願で挙げられている様々な実例的論理ブロック（illustrative　logi
cal　block）及びステップ（step）が電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、又
はそれら２つの組み合わせを通じて実装され得ると理解することができる。機能がハード
ウェア又はソフトウェアを使用することによって実装されるかどうかは、システム全体の
特定の用途及び設計要件に依存する。当業者は、記載される機能を特定の用途ごとに実装
するために様々な方法を使用してよいが、実施は本願の保護範囲を越えることが考えられ
るべきではない。
【０２５７】
　本願で記載される様々な実例的論理ユニット及び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信
号プロセッサ、特定用途向け集積回路（Application　specific　integrated　circuit，
略してＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（Field-Programmable
　Gate　Array，略してＦＰＧＡ）若しくは他のプログラム可能な論理装置、ディスクリ
ートゲート若しくはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、又は上記
の任意の組み合わせの設計を使用することによって、記載される機能を実装し又は作動さ
せ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであってよい。任意に、汎用プロセッサは
また、あらゆる従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、又は状態機械
であってもよい。プロセッサは、代替的に、デジタル信号プロセッサとマイクロプロセッ
サ、複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサコアを伴った１つ以上のマイク
ロプロセッサ、又はあらゆる他の同様の構成などのコンピュータ装置の組み合わせによっ
て実装されてもよい。
【０２５８】
　本願で記載される方法又はアルゴリズムのステップは、ハードウェア、プロセッサによ
って実行されるソフトウェアユニット、又はそれらの組み合わせに直接組み込まれてもよ
い。ソフトウェアユニットは、ランダム・アクセス・メモリ（Random-Access　Memory，
略してＲＡＭ）、フラッシュメモリ、リード・オンリー・メモリ（Read-Only　Memory，
略してＲＯＭ）、消去可能なプログラム可能リード・オンリー・メモリ（Erasable　Prog
rammable　Read　Only　Memory，略してＥＰＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク、リム
ーバブルディスク、コンパクト・ディスク・リード・オンリー・メモリ（Compact　Disc
　Read-Only　Memory，略してＣＤ－ＲＯＭ）、又は当該技術におけるあらゆる他の形態
の記憶媒体に記憶されてよい。例えば、記憶媒体はプロセッサへ接続されてよく、それに
より、プロセッサは、記憶媒体から情報を読み出し、且つ、情報を記憶媒体に書き込むこ
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とができる。代替的に、記憶媒体はプロセッサに一体化されてもよい。プロセッサ及び記
憶媒体はＡＳＩＣに配置されてよく、ＡＳＩＣは端末デバイス又はネットワークデバイス
に配置されてよい。任意に、プロセッサ及び記憶媒体は、端末デバイス又はネットワーク
デバイスの異なる構成要素において配置されてもよい。
【０２５９】
　１つ以上の例となる設計では、本願で記載される機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、又はそれらの任意の組み合わせを使用することによって実装されてよ
い。機能がソフトウェアを使用することによって実装される場合に、機能はコンピュータ
可読媒体に記憶されてよく、あるいは、１つ以上の命令又はコードの形でコンピュータ可
読媒体へ伝送される。コンピュータ可読媒体には、コンピュータ記憶媒体と、コンピュー
タプログラムが１つの場所から他の場所へ移動することを可能にする通信媒体とが含まれ
る。記憶媒体は、あらゆる汎用又は特別のコンピュータによってアクセスされ得る利用可
能な媒体であってよい。例えば、そのようなコンピュータ可読媒体には、ＲＡＭ、ＲＯＭ
、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ若しくは他の光ディスク、ディスクストレージ若しくは他
の磁気記憶装置、又はプログラムコードを担持若しくは記憶するために使用され得るあら
ゆる他の媒体が含まれ得るがこれらに限られず、プログラムコードは、命令又はデータの
構造の形をとるか、あるいは、汎用若しくは特別のコンピュータによって又は汎用若しく
は特別のプロセッサによって読み出され得る形をとる。その上、如何なる接続も、コンピ
ュータ可読媒体として適切に定義され得る。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光
ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）を使用することによっ
て、あるいは、赤外線、電波、若しくはマイクロ波などの無線で、ウェブサイト、サーバ
、又は他の遠隔リソースから伝送される場合に、ソフトウェアは、定義されたコンピュー
タ可読媒体に含まれる。ディスク（disc）及びディスク（disk）には、圧縮ディスク、レ
ーザーディスク、光ディスク、デジタル・バーサタイル・ディスク（Digital　Versatile
　Disc，略してＤＶＤ）、フロッピーディスク、及びブルーレイディスクが含まれる。di
skは、一般に、磁気的な手段によってデータをコピーし、discは、一般的に、レーザー手
段によって光学的にデータをコピーする。上記の組み合わせもコンピュータ可読媒体に含
まれ得る。
【０２６０】
　当業者は、上記の例のうちの１つ以上で、本願で記載される機能がハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、又はそれらの任意の組み合わせを使用することによって実装
され得ると気付くはずである。機能がソフトウェアによって実装される場合に、それらの
機能はコンピュータ可読媒体に記憶されるか、あるいは、コンピュータ可読媒体において
１つ以上の命令又はコードとして伝送され得る。コンピュータ可読媒体にはコンピュータ
記憶媒体及び通信媒体が含まれ、通信媒体には、コンピュータプログラムが１つの場所か
ら他へ伝送されることを可能にする如何なる媒体も含まれる。記憶媒体は、汎用又は専用
のコンピュータがアクセス可能な如何なる利用可能な媒体であってもよい。
【０２６１】
　本願の目的、技術的解決法、及び有利な効果は、上記の具体的な実施において詳細に更
に説明される。上記の説明は、本願の具体的な実施にすぎず、本願の保護範囲を制限する
意図はないことが理解されるべきである。本願の技術的解決法に基づき行われる如何なる
変更、等価な置換、又は改善も、本願の保護範囲の中にあるべきである。本願中の本明細
書の上記の説明は、本願の内容を使用又は実施することを当業者に可能にすることができ
る。開示されている内容に基づき行われる如何なる変更も当該技術において自明であると
考えられるべきである。本願で記載される基本原理は、本願の本質及び適用範囲から外れ
ることなしに他の変形に適用され得る。従って、本願で開示されている内容は、記載され
ている実施形態及び設計に制限されず、本願の原理及び本願で開示されている新しい特徴
と一致する最大範囲に更に拡張され得る。
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